
広報つやまは、環境保護のため
再生紙と大豆油インキを使用し
ています。読み終えた後はリサ
イクル（雑誌)にご協力ください
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つ・ぶ・や・き

菜の花、咲いた
３月19日、鶴山公園

広報

北の松原

現在の衆楽園

☆広報つやまはホームペ
　ージで閲覧できます

高
等
学
校
）
と
の
間
に
建
物
は
な
く
、
一
面
の
田
畑
。
江
戸

時
代
の
絵
図
で
も
、
美
作
高
等
学
校
正
面
南
側
の
通
り
に
あ

っ
た
「
北
の
松
原
」
か
ら
衆
楽
園
ま
で
は
鍵
形
に
折
れ
た
道

が
あ
る
だ
け
で
し
た
。
ち
な
み
に
「
北
の
松
原
」
か
ら
お
城
山

ま
で
は
、
藩
の
重
臣
ク
ラ
ス
の
下
屋
敷
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。

　
農
作
業
を
し
て
い
る
の
は
、
実
科
高
等
女
学
校
の
生
徒
た

ち
の
よ
う
で
す
。
太
平
洋
戦
争
末
期
に
、
食
料
増
産
の
た
め

に
児
童
や
生
徒
が
農
作
業
に
駆
り
出
さ
れ
た
こ
と
は
よ
く
知

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
写
真
も
そ
の
１
コ
マ
で
し
ょ
う
。

そ
ろ
い
の
白
い
帽
子
と
も
ん
ぺ
姿
で
作
業
し
て
い
る
様
子
に

悲
壮
感
は
な
く
、
ほ
の
ぼ
の
し
た
感
じ
さ
え
う
か
が
え
ま
す
。

　
津
山
商
業
学
校
の
手
前
に
あ
る
稲
架
（「
は
ぜ
」
ま
た
は

「
は
ざ
」）
が
あ
る
辺
り
が
、
現
在
の
市
役
所
が
あ
る
所
。
こ

の
地
に
は
昭
和
22
年
に
北
中
学
校
が
開
校
し
、
昭
和
53
年
ま

で
多
く
の
生
徒
が
学
び
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
57
年
に
市

庁
舎
が
建
設
さ
れ
、
市
役
所
が
移
転
し
て
き
た
の
で
す
。

　
写
真
の
奥
に
写
っ
て
い
る
建
物
は
、
大
正
14
年
に
完
成
し

た
津
山
商
業
学
校
（
現
在
の
津
山
商
業
高
等
学
校
）
で
す
。

　
当
時
、
衆
楽
園
と
津
山
実
科
高
等
女
学
校
（
現
在
の
美
作

　この号を最後に広報担当を卒業することになりました。バカでかい
カメラを渡され、初めての取材に途方にくれた４年前を懐かしく思い
出します。取材先でのたくさんの人との出会いはわたしの宝物“力”
になっています。皆さん本当にありがとうございました！　　　（和）

　今回の東北・関東地方での大災害。義援金や救援物資など「何とかし
てあげたい」と思う温かい志が数多く寄せられています。今、日本は
慈愛の精神に満ち溢れています。しかし、その優しさにつけこむ

やから

輩が
いるのも悲しい現実。義援金詐欺などにはくれぐれもご注意を。　（修)

　３年半。あっという間でしたが、取材に協力いただいた人、感想を
送ってくれた人などにエネルギーをもらうことで、頑張れた貴重な時
間でした。心に残るのは、たくさんの“あ～すればよかった”“こ～す
ればよかった”こと。新しい職場でも心にとめておきたいです。（＆）

表紙について

　暖かい春の陽が射して、キラキ
ラ輝く菜の花。市内各所でもきれ
いな色を付け、春の訪れを告げて
います。鶴山公園には、桜以外に
も春の花がちらほら。お花見で
は、いろいろな春の花を楽

しんでください。

平成23年度当初予算、グラスハウスリニューアルオープン特集

戦
時
中
、現
在
の
市
役
所
周
辺
に
は

　
　
　

田
畑
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た

写
真
提
供
・
江
見
写
真
館
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東北地方太平洋沖地震災害復旧と被災者の支援について

～ 箕作省吾の生い立ち ～
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❸ 東北地方太平洋沖地震
　　　　　 災害復旧・被災者支援

　３月11日に発生した東北地方太平洋沖地震では、東北、関東地方を中心に甚大な被害をもたらしました。お
亡くなりになられた方に深く哀悼の意を表しますとともに、被災された方、親族や友人などが被災された方に
心からお見舞い申し上げます。
　市では３月12日、津山市東北地方太平洋沖地震災害復旧支援本部を設置し、今回の災害に対する復旧と被災
者の支援を行っています。市民の皆さまのご協力をお願いいたします。

義援金の受付　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問い合わせ先　災害復旧支援本部 32-7008
とき　当分の間 平日のみ 午前８時30分 ～ 午後５時15分
ところ　市役所東側付属棟、市役所議会棟３階議会事務局、各支所市民生活課
※受領書が必要な場合は発行します

日本赤十字による義援金の受付　　　　　　　　　　　　　　　問い合わせ先　生活福祉課 32-2063

※受領書は大切に保管しておいてください
※税控除については、年間の寄付が2,000円以上で所得税、5,000円以上で住民税の控除対象となります

市民相談窓口の設置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問い合わせ先　環境生活課 32-2056
　市民の安否確認などの支援を行っています。

市民ボランティアなどの相談　　　　　　　　　　　　　　　　問い合わせ先　協働推進室 32-2032
　ボランティア登録（現地活動・物資仕分け・生活ケア・生活物資提供）の相談を行っています。

被災者支援（総合窓口）　　　　　　　　　　　　　　　　　　問い合わせ先　生活福祉課 32-2064
　被災者の市内住宅への入居・生活支援を行っています。

継続的な献血を　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問い合わせ先　健康増進課 32-2069
とき　毎月第４金曜日（休日の場合は前日）午前10時～11時30分、午後０時30分～３時30分
ところ　市役所１階市民ロビー

市民の皆さんへのお願い
　今回の災害を機会に今一度、家庭でも備蓄品や緊急持ち出し用品の準備、避難場所や避難ルートの
確認などを行い、災害に備えた地域づくりに一層のご協力をお願いいたします。

※上記の取り組みのほか、水道局給水車と職員の派遣や市の災害救援備蓄物資の提供なども行っています。
　また、津山圏域消防組合でも救援隊や後方支援隊の派遣を行いました
※3月28日現在の情報を掲載しています。支援内容は変更になる場合がありますので、お問い合わせください

問い合わせ先　津山市東北地方太平洋沖地震災害復旧支援本部 32-7008

もくじ 

みつくりしょう ご

郵便振替または
銀行振込 各金融機関に備え付けの振込用紙をご使用ください

市役所へ持参 生活福祉課（市役所１階10番窓口)、各支所市民生活課

津山市長　宮 地 昭 範

　
津
山
藩
医
・
箕
作
阮げ

ん

甫ぽ

の
養
子
と
な
る
省
吾
は
、
文
政
４
年
（
１
８
２
１
）

に
水
沢
藩
（
現
在
の
岩
手
県
）
藩
士
・
佐
々
木
秀ひ

で

規の
り

の
二
男
と
し
て
生
ま
れ
ま

し
た
。
12
歳
で
蘭
方
医
の
坂
野
長ち

ょ
う
あ
ん安
に
入
門
し
て
蘭
学
を
学
び
始
め
ま
す
が
、

２
年
後
に
相
次
い
で
両
親
が
亡
く
な
っ
た
た
め
、
長
安
に
引
き
取
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
15
、
16
歳
の
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
、
省
吾
は
長
安
の
下
を
辞
し
て
江
戸
に
遊
学

し
、
さ
ら
に
西
へ
と
足
を
伸
ば
し
て
京
都
な
ど
関
西
方
面
を
訪
ね
歩
き
ま
し
た
。

各
地
の
名
勝
や
史
跡
を
始
め
、
地
形
や
交
通
、
産
業
、
風
俗
な
ど
に
触
れ
て
、

地
理
学
に
興
味
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　
郷
里
に
帰
っ
た
省
吾
は
再
び
長
安
の
下
で
教
え
を
受
け
ま
す
が
、
講
義
の
中

で
長
安
が
何
度
も
「
こ
れ
は
阮
甫
の
説
だ
」
と
言
う
の
で
、
省
吾
が
そ
れ
は
一

体
誰
の
こ
と
か
と
尋
ね
た
そ
う
で
す
。
江
戸
で
活
躍
す
る
箕
作
阮
甫
先
生
の
こ

と
だ
と
教
え
ら
れ
、
ぜ
ひ
と
も
直
接
教
え
を
請
い
た
い
と
思
っ
た
省
吾
は
、
再

び
江
戸
へ
出
て
鍛か

冶じ

橋
の
津
山
藩
邸
へ
赴
き
、
阮
甫
に
入
門
を
願
っ
た
の
で
し

た
。

　
そ
の
こ
ろ
、
阮
甫
は
藩
医
の
か
た
わ
ら
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
蘭
書
を
翻
訳
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
、
特
に
力
を
入
れ
て
い
た
も
の
の
一
つ
が
地
理
学

で
す
。
同
じ
よ
う
に
地
理
に
興
味
を
抱
い
て
い
た
省
吾
は
、
阮
甫
の
下
で
熱
心

に
研
究
に
励
み
ま
し
た
。
や
が
て
阮
甫
は
そ
の
人
柄
と
学
才
を
認
め
、
自
分
の

後
継
ぎ
に
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
天
保
13
年
（
１
８
４
２
）
12
月
、
21
歳
に
な
っ
た
省
吾
は
阮
甫
に
「
役や

っ

介か
い

（
居い

そ
う
ろ
う候
の
こ
と
）」
と
い
う
名
目
で
引
き
受
け
ら
れ
、
箕
作
姓
を
名
乗
る
こ
と
を

許
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
２
年
後
の
弘
化
元
年
（
１
８
４
４
）
２
月
、
正
式
に
養

子
と
な
り
、
阮
甫
の
末
娘
「
し
ん
」
と
結
婚
し
た
の
で
し
た
。

　
同
じ
年
、
省
吾
は
世
界
地
図
「
新
製
輿よ

地ち

全
図
」
を
刊
行
し
ま
す
。
さ
ら
に

翌
年
か
ら
は
、
同
地
図
の
解
説
書
『
坤こ

ん

輿よ

図
識
』
の
刊
行
を
始
め
ま
し
た
。
本

書
は
、
幕
末
に
活
躍
す
る
志
士
た
ち
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
の

で
す
が
、
同
時
に
省
吾
の
命
を
縮
め
る
結
果
に
も
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

▲｢新製輿地全図」と『坤輿図識』(津山洋学資料館所
蔵）
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特集１

特集１

　

一
般
会
計
当
初
予
算
額
は
４
３
３
億
２
千
万
円

と
前
年
度
（
６
月
補
正
予
算
後
）
と
比
較
し
て
26

億
３
千
万
円
（
６
・
５
％
）
の
増
。

福
祉
、
教
育
予
算
が
増
加

　

予
算
増
の
大
き
な
要
因
は
小
中
学
校
施
設
の
耐

震
改
修
な
ど
の
事
業
費
が
大
幅
に
増
加
し
た
こ
と

に
加
え
、
社
会
保
障
関
係
費
が
大
幅
に
伸
び
た
こ

と
に
よ
る
も
の
。

予
算
配
分
に
メ
リ
ハ
リ

　

「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
　

ふ
る
さ
と
津
山
」
実
現
に

向
け
、
限
ら
れ
た
財
源
の
も
と
で
、
事
業
を
効
果

的
に
実
施
す
る
た
め
事
務
事
業
の
選
択
と
集
中
を

行
っ
た
。

第
４
次
総
合
計
画
に
つ
い
て

　

中
期
実
施
計
画
で
採
択
さ
れ
た
事
業
を
最
大
限

尊
重
。

財
政
調
整
基
金
な
ど
は
原
則
、
取
り
崩
さ
な
い

方
針

　

歳
入
の
ポ
イ
ン
ト

○
市
税
は
大
幅
な
回
復
は
見
込
め
ず
、
平
成
22
年

度
実
績
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
前
年
度
と
比
較
し

て
２
・
６
億
円
（
２
・
０
％
）
の
増

○
地
方
譲
与
税
と
各
種
交
付
金
は
実
績
見
込
み
、

国
の
地
方
財
政
計
画
な
ど
を
参
考
に
算
定

○
地
方
交
付
税
は
「
地
域
活
性
化
・
雇
用
等
対
策

費
」
に
よ
る
別
枠
加
算
な
ど
か
ら
６
・
６
億
円

（
６
・
１
％
）
の
増

○
市
債
は
小
中
学
校
施
設
の
耐
震
改
修
な
ど
の
普

通
建
設
事
業
費
の
大
幅
な
増
に
伴
い
、
７
・
４

億
円
（
20
・
２
％
）
の
増

　

歳
出
の
ポ
イ
ン
ト

○
小
中
学
校
施
設
の
耐
震
改
修
な
ど
の
本
格
化
に

伴
い
、
普
通
建
設
事
業
費
が
14
・
７
億
円

（
50
・
６
％
）
の
増

○
扶
助
費
は
子
ど
も
医
療
費
の
年
齢
枠
拡
大
に
加

え
、
子
ど
も
手
当
や
生
活
保
護
費
の
増
加
に
伴

い
、
５
・
６
億
円
（
６
・
５
％
）
の
増

○
人
件
費
は
人
員
削
減
な
ど
に
伴
い
、
２
・
７
億

円
（
３
・
４
％
）
の
減

○
物
件
費
は
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
、
倭
文
保
育
所

の
民
間
委
託
や
子
宮

け
い頸

が
ん
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
な
ど
の
予
防
接
種
経
費
の
増
加
に
伴
い
、

５
・
７
億
円
（
11
・
５
％
）
の
増

○
操
出
金
は
国
民
健
康
保
険
や
介
護
保
険
、
下
水

道
事
業
な
ど
の
特
別
会
計
へ
の
操
り
出
し
の
増

加
に
伴
い
、
２
・
６
億
円
（
５
・
８
％
）
の
増

今
後
の
財
政
運
営
に
つ
い
て

○
地
域
経
済
は
依
然
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、

実
情
に
応
じ
た
景
気
対
策
の
実
施
に
努
め
る

○
財
政
秩
序
を
保
持
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
徹
底
し

た
行
財
政
改
革
の
推
進
に
努
め
る

○「
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
挙
げ
る
」
た

め
事
務
事
業
の
選
択
と
集
中
に
よ
る
財
源
の
重

点
的
・
効
率
的
配
分
に
努
め
る

市税
市民税、固定資産税、都市計画税、
軽自動車税　など

128億6,712万円(29.7％)

諸収入ほか
どの費目にも含まれない他の収入

9億3,315万円(2.1％)
分担金及び負担金
市が行う事業で特定の利益を受ける人などが負担するお金

8億7,676万円(2.0％)使用料及び手数料
市の施設使用料や住民票、各種証明書などの交付手数料

5億9,941万円(1.4％)

地方交付税
全国の自治体が同水準の行政を進め
られるよう、財政運営の均衡をとる
ために国から交付されるお金

124億6,000万円(28.8％)

自主財源　152億7,644万円(35.3％)
市税や使用料、手数料など、市が自主的に収入することができる財源

依存財源　280億4,356万円(64.7％)
国や県の基準に基づき交付されたり、割り当てられたりするお金

国庫支出金
国が市に任せて行う仕事の委託金や
特定の補助金

59億5,621万円(13.7％)

市債
国や金融機関などからの借入金

43億8,340万円(10.1％)

県支出金
県が市に任せて行う仕事の委託
金や特定の補助金

32億8,187万円(7.6％)
利子割交付金ほか
県が徴収した預貯金などの利子
に掛かる税金の中から交付され
るお金　など

14億1,208万円(3.3％)

地方譲与税
国が徴収した税金から市に配分
されるお金

5億5,000万円(1.3％)

その他
労働費、災害復旧費、諸支出金、予備費

3億3,814万円(0.8％)

議会費
市議会の運営費

4億8,813万円(1.1％)
農林水産業費
農林水産業の振興・農道・林道
・ため池の整備　など

14億4,750万円(3.3％)

商工費
商工業、観光の振興、交通体系の整備　など

8億4,865万円(2.0％)

衛生費
各種健康診断や救急医療対策、
ごみ処理　など

34億7,995万円(8.0％)

総務費
税務、戸籍、選挙などの事務や
市役所の管理　など

35億9,963万円(8.3％)

土木費
道路や橋、公園、住宅整備　など

45億9,494万円(10.6％)

教育費
幼稚園や小・中学校、社会教育、
文化芸術・スポーツの振興　など

58億4,258万円(13.5％)

公債費
市の借入金の返済　など

59億6,996万円(13.8％)

消防費
津山圏域消防組合の負担金や消防
団の機庫、車両、災害対策　など

16億3,130万円(3.8％)

民生費
高齢者や乳幼児、障害者などの福祉、
生活保護、災害救助　など

150億7,922万円(34.8％)

問
い
合
わ
せ
先
　

財
政
課
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平
成
18
年
度
以
来
の
積
極
型
予
算

平
成
23
年
度
当
初
予
算
の
特
徴

平
成
23
年
度
当
初
予
算

　　歳　入　
433億2,000万円

　　歳　出　
433億2,000万円

一般会計一般会計

自　

主 　

財 　源

依 　

存　

財　

源



１　子育て支援と健康福祉の充実

子ども手当
生活保護費
子ども医療費
民間保育園特別保育事業
放課後児童健全育成事業
子宮頸がんワクチン接種手数料
グリーンヒルズ津山グラスハウス管理運営費
倭文保育所運営業務委託料

２　人づくりと文化の振興

小中学校施設耐震補強等事業（東・北小学校、久米中学校 ほか)
史跡美作国分寺跡公有化事業
津山城宮川門跡石垣解体修理事業
第８回津山国際総合音楽祭補助金
久米公民館整備事業
学級安心サポート事業
市指定文化財八出天満宮本殿修理事業

３　産業振興と雇用の創出

中山間地域等支払制度
農道保全対策事業
農地・水・環境保全向上対策事業
地域材利用新築住宅助成補助金
農商工連携推進事業

４　美しい自然と快適空間の形成

合併処理浄化槽設置整備事業
焼却灰搬出処理委託事業
水処理施設基幹設備更新
小規模飲料水供給施設設置補助
住宅用太陽光発電システム設置補助金

５　安全なくらしと都市基盤の整備

緊急地方道路整備事業
都市計画道路総社川崎線整備事業
城東周辺地区都市再生整備事業
地域公共交通活性化・再生総合事業

６　その他

外国人住民に係る住民基本台帳システム改修
住民自治協議会協働事業

事業費

24億4,467万円
16億2,882万円
3億2,529万円
2億7,519万円
1億7,619万円
1億　155万円
9,091万円
6,870万円

20億2,952万円
4,199万円
3,000万円
3,000万円
1,190万円
976万円
965万円

1億9,112万円
3,750万円
3,368万円
1,320万円
300万円

1億5,300万円
1億4,448万円
1億2,200万円
7,812万円
1,320万円

3億9,275万円
1億5,142万円
4,580万円
4,472万円

6,000万円
150万円
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一般会計　福祉や教育、道路整備やごみ処理
など、基本的な市の事業を行う会計

特別会計　特定の事業を行うために特定の収
入をその支出に充てるため、経理を
独立して設ける会計

財産区会計　所有する山林などの管理や処分
を目的とした特別な地方公共団体の
会計

水道事業会計　水道事業から得られる収入で
浄水や給水などの費用を賄う独立採
算制の企業会計

工業用水事業会計　久米産業団地に立地する
工場への給水事業の企業会計

扶助費　生活保護費や子ども手当、医療費な
どに使うお金

人件費　職員や特別職の給与、議員・各種委
員会委員の報酬などに使うお金

公債費　道路や公共施設などの整備のために
借り入れた市債の返済に充てるお金

物件費　業務委託料・使用料や物品調達など
に使うお金

補助費等　各事業や団体への補助金や負担金
に使うお金

繰出金　国民健康保険や下水道事業などの特
別会計へ繰り出すお金

普通建設事業費　道路や橋、学校、公園など
の建設・整備に使うお金

維持補修費　市の施設などの補修に使うお金
その他　投資及び出資金、貸付金、災害復旧

費、積立金

国民健康保険
介護保険
下水道事業
後期高齢者医療
簡易水道事業
農業集落排水事業
食肉処理センター
公共用地取得事業
全本明正奨学金
土地取得造成事業
磯野計記念奨学金

財産区会計

水道事業会計

工業用水事業会計

257億4,994万円

105億4,896万円
81億9,494万円
52億2,400万円
11億4,341万円
2億6,571万円
2億2,473万円
1億1,594万円
1,198万円
992万円
523万円
512万円

1,192万円

43億5,525万円

2,870万円

特別会計

扶助費

人件費

公債費

物件費

補助費等

繰出金

普通建設事業費

維持補修費

その他

合　計

予　算　額

90億9,044万円

75億9,747万円

59億6,805万円

55億3,731万円

54億5,692万円

48億1,329万円

43億7,486万円

2億4,289万円

2億3,877万円

433億2,000万円

構成比

21.0%

17.5%

13.8%

12.8%

12.6%

11.1%

10.1%

0.6%

0.5%

100.0%

費　　目

平成23年度当初予算

用語の説明

その他の会計 歳出予算を性質別に見ると平 成 23 年 度 の 主 な 事 業（施策)

放課後児童健全育成事業

第７回津山国際総合音楽祭

農地・水・環境保全向上対策事業

住宅用太陽光発電システム設置補助金

美作地区消防指令センターの設置

特集１
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※事前に会員登録が必要です。健康増進運動プログラムにも参加できます

※高校生以上の学生は学生証の提示で200円割引。３歳児以下は無料。ジムを利用する場合は別途300円が必要です

フィットネス
プ ー ル

１ カ 月
6,000円
5,000円

６ カ 月
32,400円
27,000円

１ 年
62,400円
52,000円

登 録 料
500円
500円

会　  員

基 本
団 体
ナイトタイム

大 人

1,200円
900円
900円

小中学生

600円
450円
450円

幼　児
（４～６歳）
300円
200円
200円

障がい者
（大人の場合）

600円
450円
450円

高齢者
（65歳以上）
800円
600円
600円

備 考

20人以上
17：00以降

一　  般

プールエリア
６～９月

10～５月

月・水～土
日・祝

月・水～土
日・祝
月・水～土
日・祝

10：00～21：00
10：00～18：00

10：00～21：00
10：00～20：00
11：00～21：00
11：00～20：00

フィットネスエリア

●利用料金

●営業時間

●休館日
　毎週火曜日（祝日の場合はその翌日)、
　年末年始
　※７～８月のプールは休みなく営業します

グラスハウス
 リニューアル

 オープン！お待たせし
ました！

4/29
祝ス

タ
ジ
オ

アウトドア

ジ ュ ニ ア

エアロビクス

ダンス系エアロ

格闘技系プログラム

サーキット系プログラム

筋力トレーニング

コンディショニング

太極拳

ヨーガ

トータルフィットネス

予防・改善

アクアビクス系

ウォーク＆ジョグ

筋力トレーニング

予防・改善

レッスン
初心者エアロ
らくらくエアロ
さわやかエアロ
ハッスル！エアロ
ダンサブルエアロ
ラテンエアロ
ZUMBA
カーディオキック
マーシャルファイト
PACEトレーニング
X－Biking
さわトレ
ダンベル
チューブ
ピラティス
柔軟体操
真向法
棒体操
ボールEX
アロマリラックス
太極拳（初級）
太極拳（中級）
パワーフローヨーガ
リラックスヨーガ
健康体操
みんなで膝痛ケア
らくらく腰痛体操
アクアビクス
MIZUNOアクア
水中ウォーキング
水中ジョギング
水中運動
アクアミット
水中腰痛体操
水中膝痛ケア

ノルディックウォーク
アウトドアYOGA
太極拳
パークジョグ

ジュニアスイミング
元気ッズクラブ

20代～50代
20代～60代
20代～80代
ジュニア

内　　　　　　　　容
初心者対象のエアロビクス
初級エアロビクス
中級エアロビクス
上級エアロビクス
ヒップホップの要素を入れたエアロビクス
ラテンダンスの要素を取り入れたエアロビクス
ラテンダンスとヒップホップの動きを音楽に合わせて
格闘技系エアロビクス
キックボクシングや空手の動きを音楽に合わせて
PACEマシンを使用した筋力トレーニングと有酸素運動を交互に行うプログラム
X－Bike（専用自転車）を使用して、楽しくシェイプアップ
有酸素運動と自重負荷トレーニングの繰り返し
ダンベルで筋力トレーニング
チューブを用いて筋力トレーニング
体幹部の深層筋を鍛えるトレーニング
ストレッチにプラスアルファの要素を加えて
４つのポーズを繰り返し、骨盤周辺の柔軟性を向上
健康棒を使って全身をほぐす
レジスタボールを使った運動
アロマテラピーとストレッチを組み合わせたコンディショニング
初級の太極拳を行うクラス
太極拳に少し慣れてきた人向き
しっかり筋肉を使って行うアクティブヨーガ
ゆっくりと呼吸法を使いながら行うソフトヨーガ
有酸素運動、柔軟体操、筋力トレーニングなどをバランスよく
変形性膝関節症対策
腰痛予防、改善対策
音楽に合わせた水中エアロビクス
アクアミットなどを使いながら水中でトレーニング（音楽あり）
水中での歩行を中心に
水中でのジョギングを中心に
ウォーキングで腕や足の動きを変化させたり、水中で筋力トレーニング
誰でも簡単に水中で筋力トレーニング
ウォーキングと水中ストレッチなどで腰痛を予防改善
膝周りの筋肉をトレーニングとストレッチ

月に３回ほど実施。専用ポールを使ってのウォーキング
イベントとして実施。野外でヨガ
ウォーキングと太極拳をイベント開催
マラソン大会への参加も視野に

水慣れから４泳法を楽しく習得
楽しく遊びながら正しい体の使い方を学び能力向上を目指す

しっかり動きたい人向けの、強度・難度を高めにしたクラス
動きに強度変換の要素を持たせて幅広く対応していくクラス
動きがゆっくりで、自分のペースで行えるクラス。機能改善、リラクゼーションなど
ジュニアスイミング：３歳～小学６年生、元気ッズクラブ：５歳～小学６年生

プ
ー
ル

特集２

問い合わせ先　グラスハウス 27-7140
　　　　　　　スポーツ課 24-0202

　全面ガラス張り、年中利用できる温水プール。
フィットネス、アスレチックジム、遊泳プール、
ジャグジー（泡風呂)、サウナ、ウォータース
ライダーなど、子どもから高齢者まで、楽しみ
ながら健康づくりやリフレッシュできるさまざ
まな施設がそろっています。
　ジャグジー、リラクゼーションプールには敷
地内からくみ上げた温泉水（弱アルカリ性単純
泉）を使用しています。

４月30日㊏

4月29日㊗～5月5日㊗
抽選会やＢ級グルメの出店など
さまざまなイベントを開催！

オープニングイベント

ノルディックウォーク
専用ポールを持ってウォー
キング。足への負担を軽減

みんなで膝痛ケア
　・らくらく腰痛体操
膝痛、腰痛の予防改善を目
指し、集中トレーニング

X-Biking棒体操
バイクトレーニングで
楽しく全身運動

オリジナル棒を使って
全身の筋肉をほぐします

ＰＡＣＥトレーニング
有酸素運動と無酸素運動を
組み合わせたエクササイズ

グラスハウスでは健康増進運動プログラムも用意。ご参加ください ※別途料金が必要となるプログラムも一部あります

NEW！

NEW！

NEW！

NEW！

NEW！

NEW！
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１
月
22
・
23
日
の
両
日
実
施
し
た
「
津
山
市
版
事
業
仕
分
け
」。
15
事
業
に
対
し
て

市
民
評
価
委
員
が
行
っ
た
評
価
（
判
定
）
結
果
を
受
け
て
、
市
で
は
今
後
の
対
応
方
針

を
決
定
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ
先
　

行
財
政
改
革
推
進
室
3 
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①「
広
報
つ
や
ま
」
発
行
事
業

　
　
　
【
秘
書
広
報
室
・
協
働
推
進
室
】

　
評
価
（
判
定
）
結
果　
要
改
善

今
後
の
対
応
方
針　
改
善
見
直
し

○
郵
送
な
ど
ほ
か
の
配
布
方
法
と
の
比

較
や
他
都
市
の
状
況
を
調
査
す
る
。

そ
の
結
果
を
基
に
配
布
手
数
料
の
見

直
し
に
つ
い
て
関
係
団
体
と
協
議
す

る
○
市
民
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
作
成
、
経
費

削
減
を
検
討
す
る

○
市
民
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の

実
施
に
よ
り
市
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、

編
集
な
ど
に
反
映
さ
せ
る

○
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な
ど
を
参
考
と
し

て
、
経
費
削
減
可
能
な
と
こ
ろ
を
点

検
・
検
討
す
る

②
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
商
業
振
興
事

業
（
空
き
店
舗
対
策
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
経
済
振
興
課
】

　
評
価
（
判
定
）
結
果　
廃
止

今
後
の
対
応
方
針　
改
善
見
直
し

　
津
山
市
の
既
存
都
市
機
能
の
一
つ
で

あ
る
中
心
商
店
街
の
活
力
向
上
は
、
中

心
市
街
地
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と

か
ら
、
市
民
評
価
委
員
の
指
摘
を
踏
ま

え
て
事
業
の
再
整
理
を
実
施
す
る
。

　
た
だ
し
、
３
年
間
を
期
限
と
し
て
継

続
実
施
し
、
事
業
効
果
を
十
分
に
検
証

し
た
う
え
で
、
廃
止
も
含
め
て
再
検
討

を
行
う
。

【
判
定
と
異
な
る
方
針
と
な
っ
た
主
な

理
由
】

○
都
市
機
能
と
し
て
の
商
店
街
の
活
力

向
上
の
た
め
に
は
、
新
規
出
店
者

（
商
店
主
）
を
呼
び
込
み
、
商
店
街

全
体
の
活
性
化
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
必
要
と
考
え
る

○
空
き
店
舗
を
現
状
の
ま
ま
放
置
す
れ

ば
、
本
市
の
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る

○
現
在
策
定
中
の
「
津
山
市
中
心
市
街

地
活
性
化
基
本
計
画
」
に
お
い
て
、

本
事
業
を
含
む
各
事
業
を
一
体
的
に

取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
心
市

街
地
の
活
性
化
を
目
指
す
こ
と
と
し

て
い
る

　
以
上
の
観
点
か
ら
、
中
心
市
街
地
の

活
性
化
の
た
め
、
住
み
よ
い
コ
ン
パ
ク

ト
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
津
山
市
の

施
策
に
必
要
な
事
業
で
あ
る
と
判
断

し
、
内
容
の
改
善
を
行
っ
た
う
え
で
、

継
続
実
施
す
る
方
針
と
し
た
。

③
科
学
技
術
イ
ベ
ン
ト
委
託
事

業（
産
業
展
）  

【
経
済
振
興
課
】

　
評
価
（
判
定
）
結
果　
要
改
善

今
後
の
対
応
方
針　
改
善
見
直
し

○
現
状
の
産
業
展
は
廃
止
す
る

○
関
係
団
体
の
意
見
を
聴
取
し
、
次
年

度
以
降
は
農
商
工
連
携
を
推
進
す
る

事
業
と
し
て
の
開
催
を
検
討
す
る

④
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
場
管
理
運

営
事
業　
　
　

 

【
ス
ポ
ー
ツ
課
】

　
評
価
（
判
定
）
結
果　
要
改
善

今
後
の
対
応
方
針　
改
善
見
直
し　

　
県
の
条
例
を
基
に
、
県
・
市
ス
ポ
ー

ツ
振
興
審
議
会
の
意
見
を
取
り
入
れ
な

が
ら
、
利
用
料
金
・
利
用
促
進
・
サ
ー

ビ
ス
向
上
・
経
費
削
減
の
方
策
に
つ
い

て
見
直
し
、
改
善
す
る
。

⑤
生
ご
み
処
理
容
器
設
置
事
業

補
助
金　

  　
【
環
境
業
務
課
】

　
評
価
（
判
定
）
結
果　
要
改
善

今
後
の
対
応
方
針　
改
善
見
直
し

○
制
度
の
周
知
や
啓
発
活
動
を
強
化

し
、
さ
ら
な
る
周
知
徹
底
を
行
う

○
ご
み
減
量
化
の
啓
発
に
つ
い
て
は
、

継
続
し
た
取
り
組
み
を
よ
り
一
層
推

進
す
る

○
制
度
の
終
期
は
「
津
山
市
ご
み
減
量

新
行
動
計
画
」
の
減
量
目
標
値
を
達

成
で
き
た
時
点
で
検
討
す
る

⑥
津
山
国
際
総
合
音
楽
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
文
化
課
】

　
評
価
（
判
定
）
結
果　
要
改
善

今
後
の
対
応
方
針　
改
善
見
直
し

○
よ
り
市
民
が
参
加
し
や
す
い
プ
ロ
グ

ラ
ム
構
成
や
Ｐ
Ｒ
活
動
を
実
施
す
る

○
事
業
規
模
は
経
済
状
況
な
ど
を
勘
案

し
、
見
直
し
を
検
討
す
る

⑦
文
化
推
進
事
業
（
ヴ
ォ
ー
カ

ル
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
津
山
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
文
化
課
】

　
評
価
（
判
定
）
結
果　
要
改
善

今
後
の
対
応
方
針　
改
善
見
直
し

○
小
中
学
校
へ
の
音
楽
指
導
や
公
演
な

ど
、
積
極
的
な
事
業
展
開
を
行
い
、

認
知
度
を
上
げ
る

○
広
報
、
宣
伝
活
動
は
実
効
性
の
あ
る

方
策
を
検
討
す
る

○
事
業
内
容
、
メ
ン
バ
ー
構
成
、
経
費

に
つ
い
て
全
体
的
な
検
討
を
実
施
す

る
⑧
共
同
作
業
所
・
農
機
具
保
管

庫
管
理
委
託
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
農
業
振
興
課
】

　
評
価
（
判
定
）
結
果　
廃
止

今
後
の
対
応
方
針　
廃
止

　
一
定
年
数
を
経
過
し
て
い
る
施
設
な

ど
か
ら
順
次
、
地
元
管
理
組
合
な
ど
へ

譲
渡
す
る
方
向
で
調
整
す
る
。

⑨
特
別
支
援
教
育
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
学
校
教
育
課
】

　
評
価
（
判
定
）
結
果　
要
改
善

今
後
の
対
応
方
針　
改
善
見
直
し

　
就
学
前
児
童
な
ど
に
対
す
る
指
導
訓

練
な
ど
を
義
務
教
育
に
切
れ
目
な
く
つ

な
げ
る
た
め
、
一
貫
し
た
指
導
・
支
援

体
制
を
再
構
築
す
る
。

⑩
市
税
催
告
事
業(

納
税
よ
び

か
け
セ
ン
タ
ー)　
【
納
税
課
】

　
評
価
（
判
定
）
結
果　
要
改
善

今
後
の
対
応
方
針　
改
善
見
直
し

　
過
去
３
カ
年
度
の
実
績
か
ら
、
業
務

内
容
の
見
直
し
を
行
い
、
経
費
を
削
減

す
る
。

⑪
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
管
理
運
営
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
こ
ど
も
課
】

　
評
価
（
判
定
）
結
果　
要
改
善

今
後
の
対
応
方
針　
改
善
見
直
し

○
組
織
機
構
と
開
設
場
所
の
改
善
を
検

討
す
る

○
利
用
料
金
の
見
直
し
を
検
討
す
る

○
運
営
形
態
の
見
直
し
を
検
討
す
る

⑫
遺
児
激
励
金
支
給
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
こ
ど
も
課
】

　
評
価
（
判
定
）
結
果　
現
行
ど
お
り

今
後
の
対
応
方
針　
現
行
ど
お
り
実
施

⑬
津
山
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
運

営
事
業　
　
　
【
高
齢
介
護
課
】

　
評
価
（
判
定
）
結
果　
要
改
善

今
後
の
対
応
方
針　
改
善
見
直
し

○
温
泉
施
設
の
修
理
改
修
に
対
し
て
は

補
助
し
な
い

○
津
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
地
域
高

齢
者
の
た
め
の
施
設
と
し
て
存
続
さ

せ
る
場
合
は
、
事
業
に
対
し
補
助
す

る
が
、
大
規
模
改
修
な
ど
に
対
し
て

は
補
助
し
な
い

⑭
津
山
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
バ

ス
運
行
事
業  

【
高
齢
介
護
課
】

　
評
価
（
判
定
）
結
果　
廃
止

今
後
の
対
応
方
針　
廃
止

　
今
年
度
は
現
行
ど
お
り
運
行
し
、
次

年
度
に
お
け
る
事
業
廃
止
に
向
け
て
今

年
度
中
に
調
整
す
る
。

⑮
高
齢
者
講
座
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
高
齢
介
護
課
】

　
評
価
（
判
定
）
結
果　
廃
止

今
後
の
対
応
方
針　
廃
止

　
今
年
度
は
現
行
ど
お
り
委
託
す
る
と

し
、
次
年
度
に
お
け
る
事
業
廃
止
に
向

け
て
今
年
度
中
に
調
整
す
る
。
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融
資
条
件
な
ど
　

 

◇
限
度
額
　

80
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　

◇
返
　

済
　

最
高
40
カ
月

　
　
　
　
　
　
　
　

◇
要
　

件
　

次
の
項
目
す
べ
て
に
該
当
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　

①
市
税
な
ど
に
滞
納
が
な
い
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　

②
自
己
資
金
の
み
で
は
、
資
金
を
一
度
に
負
担
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
こ
と
が
困
難
な
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　

③
融
資
を
受
け
た
資
金
の
返
済
能
力
が
あ
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　

④
同
居
者
を
除
く
連
帯
保
証
人
が
１
人
い
る
こ
と

　水道メーターの使用有効期間は法律で
８年間と定められています。水道局では
正しく水量の計量を行うため、有効期限
を迎える前に定期的に水道メーターを交
換しています。工事業者が交換に伺った
ときには協力をお願いします。
●交換作業は身分証明書を持参した水道
局の指定工事業者が行います
●交換作業は約20分で終了しますが、そ
の間は水道は使用できません
●ご不在の場合でも交換作業をします
●交換作業で代金をいただくことは一切
ありません
●メーターボックスの上や周囲に物や車
があると交換作業や定期検針に支障を
きたしますので、移動してください
●交換後、まれに水が濁ることがありま
すが、しばらく水を出すときれいにな
ります

問い合わせ先　水道局業務課332-2105

　

公
共
下
水
道
と
農
業
集
落
排
水

の
処
理
区
域
内
で
、 

く
み
取
り
便

所
を
水
洗
便
所
に
改
造
す
る
工
事

（
浄
化
槽
を
撤
去
し
て
下
水
道
な
ど

に
接
続
す
る
工
事
を
含
む
）の
資
金

を
借
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※

た
だ
し
、下
水
道
が
接
続
可
能
と

な
っ
て
３
年
以
内
で
あ
る
こ
と

利
　

率
　

年
２
・
０
０
％

（
平
成
23
年
度
）

※

供
用
開
始
後
１
年
以
内
の
施
工

は
無
利
子

　

公
共
下
水
道
事
業
・
農
業
集
落

排
水
事
業
認
可
区
域
以
外
の
専
用

住
宅
（
延
べ
床
面
積
の
２
分
の
１

以
上
を
居
住
用
に
し
て
い
る
建

物
）
で
、
現
在
、
く
み
取
り
便
所

や
単
独
処
理
浄
化
槽
を
使
用
し
て

い
る
人
が
合
併
処
理
浄
化
槽
に
改

造
工
事
を
す
る
場
合
、
そ
の
工
事

資
金
を
無
利
子
で
借
り
入
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

※

た
だ
し
、
合
併
処
理
浄
化
槽
設

置
整
備
事
業
に
お
い
て
、
補
助

の
決
定
を
受
け
た
人

水
洗
便
所
改
造
資
金

合
併
処
理
浄
化
槽
改
造
資
金

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

 

融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

　

市
が
市
内
の
金
融
機
関
に
融
資
の
あ
っ
せ
ん
を
す
る
こ
と
で
、
水

洗
ト
イ
レ
へ
の
改
造
や
排
水
設
備
工
事
を
行
う
人
が
、
そ
の
資
金
を

無
利
子
ま
た
は
低
利
で
借
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

桑
上

桑
下

久米地域

国道181号

　　中国道

南
方
中

中
北
下

西
下

日
本
原

国道
53号

勝央町

奈
義
町

勝北地域

国道53号

　　　中国道

高
野
本
郷

押
入

林
田

野
介
代

沼

小
原

小
田
中

志
戸
部

津山地域

　

市
で
は
、
生
活
環
境
の
改
善
と
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
を
目
的
と

し
て
、
下
水
道
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
の
工
事
に
よ
り
、
次
の
地
区
で
新
た
に
下
水
道
が
使
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
下
水
道
使
用
可
能
区
域
で
は
、
下
水
道
へ
の
接
続

が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
接
続
工
事
の
費
用
は
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
が
、
使
用
可
能
区
域
に
住
む
人
は
、
１
日
も
早
く
接
続
す

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

拡
大
し
ま
し
た

下
水
道 
使
用
可
能
区
域

水道メーターの定期
交換にご協力ください

公共下水道拡大区域
凡　　　　例

問
い
合
わ
せ
先
　

下
水
道
課
3 

32‐

２
１
０
０
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「家族で歓迎」

「成長が楽しみ」

「
頼
り
に
し
て
い
ま
す
」

「
助
か
っ
て
い
ま
す
」

箕
作
賞

2011.4 1415 2011.4

【利用料金】
平日（７時～19時)
早朝・夜間
土・日・祝日・年末年始
軽度の病児

１時間まで
500円
700円
700円
700円

30分ごとに
250円
350円
350円
350円

※活動終了後、依頼会員から提供会員へ直接支払います

センター
（アドバイザー）

　依頼会員
０歳から小学６年生
までのお子さんをお
持ちの人

　提供会員
子どもの保育に熱意をお持ちの人

事前打ち合わせ

活動終了・報酬の授受

援助
依頼
の申
し込
み

提
供
会
員
の
紹
介

援助依頼
活動後報告書提出

―
 

歴
史
と
文
化
の
ま
ち

　
　

津
山
で
の
勉
励
を
た
た
え
て ―

　

市
で
は
市
内
の
大
学
（
大
学
院
や
高
専
な
ど
）
を
優
秀
な
成
績
で

卒
業
し
た
学
生
に
「
箕
作
賞
」
を
毎
年
贈
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
賞
は
、
津
山
が
生
ん
だ
洋
学
者
・
箕
作
阮
甫
に
ち
な
み
、
市

制
施
行
50
周
年
を
記
念
し
て
昭
和
55
年
に
制
定
し
た
も
の
で
す
。
今

年
も
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
か
ら
推
薦
さ
れ
た
学
生
に
賞
状
と
メ
ダ
ル
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

洋
学
の
先
駆
者
を
輩
出
し
た
津
山
。
こ
こ
で
研

さ
ん鑚
を
積
ん
だ
学
生

生
活
を
良
き
思
い
出
に
、
今
後
さ
ら
に
飛
躍
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　

秘
書
広
報
室
3 
32-

２
０
２
６

と
き
　

６
月
15
日
㈬
〜
７
月
21
日

㈭
の
毎
週
水
〜
土
曜
日
午
前
10

時
〜
午
後
４
時
（
22
日
間
）

と
こ
ろ　

さ
ん
・
さ
ん
（
ア
ル

ネ
・
津
山
５
階
）

内
容
　

エ
ク
セ
ル
検
定
３
級
程
度

の
技
術
や
就
業
に
関
す
る
知
識

習
得
な
ど

応
募
資
格
　

結
婚
・
出
産
・
育
児

　

・
介
護
な
ど
で
仕
事
を
中
断
し
、

再
就
職
を
希
望
す
る
女
性
で
、

講
座
終
了
後
す
ぐ
に
就
職
で
き

る
人

定
員
　

28
人（
選
考
に
よ
り
決
定
）

受
講
料
　

無
料
（
た
だ
し
、
教
材

費
・
検
定
試
験
料
な
ど
、
合
計

１
万
円
程
度
の
実
費
負
担
要
）

申
込
方
法
　

所
定
の
受
講
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
ウ
ィ

ズ
セ
ン
タ
ー
に
郵
送

問
い
合
わ
せ
先
　

〒
７
０
０-

０

８
０
７
岡
山
市
北
区
南
方
２-

13-

１
き
ら
め
き
プ
ラ
ザ
６
階

ウ
ィ
ズ
セ
ン
タ
ー
（
県
男
女
共

同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
）
3
０

８
６-

２
３
５-

３
３
０
７
、

津
山
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

「
さ
ん
・
さ
ん
」
3 

31-

２
５

３
３

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
講
座

　
　
　
　
　

（
Ⅰ
期
）開
催

女性のチャレンジを支援！

会員の引き合わせと連絡

子どもをみてもらうだけでなく、子育
ての先輩として話も聴いてくださり、
心強く感じています（20代・女性）

子どもは提供会員さんのことを大好き
です。急な依頼のときも快くサポート
していただけ、仕事を続けることがで
き感謝しています（40代・女性）

子どもさんを預かる日は、家族
中でお待ちかね。かわいいお客
さんに家族みんなが癒やされて
います（40代・女性）

会うたびに大きくなっていく様子が
伺え、もう一度子育てを楽しませて
もらっています（60代・男性）

「家族で歓迎」

「成長が楽しみ」

「
頼
り
に
し
て
い
ま
す
」

「
助
か
っ
て
い
ま
す
」

津
山
フ
ァ
ミ
リ
ー･

サ
ポ
ー
ト･

セ
ン
タ
ー
っ
て
こ
ん
な
と
こ
ろ

み
ん
な
の
力
で
楽
し
い
子
育
て

　

津
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
は
、
津
山
市
が
行
う
子

育
て
支
援
の
一
つ
で
、
会
員
同
士

で
育
児
の
助
け
合
い
を
行
う
有
償

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。

◆保育施設への
　　　　送り迎え

◆保育施設や学校の
　時間外などに預かる

◆保護者の急用や
　外出の時に預かる

◆子どもの学校行事の時、
　下の子を預かる

津山工業高等専門学校
大谷　　舞さん(妙原）
金谷　英樹さん(赤磐市）
岸本　慎平さん(勝央町）
友野　貴裕さん(総社市）
春名　康宏さん(新野東）
安田　圭宏さん(真庭市）

み
つ
く
り

げ
ん  

ぽ

美作大学
戸田　景子さん(高知県）
中村　隆太郎さん(広島県）
宮城　早希さん(沖縄県）

美作大学大学院
中村　宗知さん(東京都）
山崎　麻貴さん(島根県）

美作大学短期大学部
奥　　直子さん(戸川町）
小谷　美幸さん(志戸部）
竹田　　都さん((高知県）

問い合わせ先　こども課（津山こども・すこやかセンター）332-2065

　現在津山市では、通院分の医療費は小学校就学前まで、入院分の医療費は中学校３年生まで助成
し、無料となっています。
　新たに７月から、通院分の医療費助成の対象年齢を拡大します。現在３割となっている通院分の
医療費の自己負担割合を１割とし、月の自己負担額が44,400円を超えたときには、その超過分を助
成します。
対象　小学１～３年生（年齢が満９歳に達する日以降の最初の３月31日まで）
申請手続き　①すでに「子ども医療費受給資格者証（入院用)」を持っている人
　　　　　　　手続きは不要です。６月下旬に改めて「子ども医療費受給資格者証」を送付します
　　　　　　②まだ「子ども医療費受給資格者証（入院用）」を持っていない人

手続きが必要です。該当者には申請書を４月上旬に送付していますので、５月13日
㈮までに申請手続きを行ってください
※生活保護を受けている人や児童養護施設などに入所している人は申請の必要はあり
ません

　　　　　　※手続きが必要な人で申請書が届いていない場合は、お問い合わせください
※病院などの医療機関での受診時に、健康保険証と「子ども医療費受給資格者証」を窓口で提示し
てください
※県内の医療機関でのみ、使用できます。県外の医療機関で受診した場合は、こども課で払い戻し
の手続きをしてください

小学１～３年生の子どもの通院分の医療費が１割負担に！
子ども医療費助成制度が拡大

問い合わせ先　津山ファミリー･サポート・センター（津山男女共同参画セン
　　　　　　　ター「さん・さん」内〈アルネ津山５階〉）3 31-8753

Aです。
〇月〇日、預かって
もらえますか？

1

はい。お相手の
どなたかに尋ねて
みます

2

はい、
Bです。
いいですよ

4

Bさん、Aさんの
お子さんを預かって
いただけますか？

3

7月から

「こんなとき」
「こんなこと」
を援助します

依
頼
会
員

提
供
会
員

会員の声

援助の例

サポートの流れ
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　阿波産の氷温熟成米コシヒカリで作った米麹に、
岡山県産の大豆を合わせ仕込むことで「あば手づ
くりみそ」においしい甘さが生み出されます。
　｢あばみそづくり交流会」は、阿波味噌の仕込
みを通して都市と農村の住民が交流することを目
的に毎年２月に開催されています。
　奈良県から夫婦で毎年参加している竹住嘉清さ
んは「一度食べるとほかの味噌は食べられません。
毎回買って帰り、親戚中に配ってあげるんです
よ」と話してくれました。

　寸劇や落語を通して、高齢者がだまされやすい
消費者被害の対処法を学びました。
　寸劇は会場を催眠商法の会場に見立てて行われ、
来場者は催眠商法に引っかかったふりをして手を
挙げたり、「そんな高いもん、買わないよ」とい
う声を上げたりして、寸劇に参加しました。また、
最近津山でも発生したカニの「送りつけ商法」の
被害に遭う様子を、センターのキャラクター・う
め子が熱演。会場を笑いに包みながら、消費者被
害の実態と解決法を伝えました。

　９月17日㈯～25日㈰に開催される津山国際総合
音楽祭。そのプレイベントとして、津山弦楽四重
奏団によるバイオリン、ビオラ、チェロが奏でら
れました。
　津山弦楽四重奏団は津山にゆかりのメンバーな
どで構成され、この日が初めてのステージ。のび
やかなバイオリンの響きやすすり泣くような細い
旋律、チェロの深く厚みのある音色に、聴衆は聴
き入っていました。
　四重奏のほか、バイオリンとビオラ・バイオリン
とチェロの二重奏も演奏され、さまざまな弦の共
演に聴衆は音楽の楽しさを感じていました。

　絵本作家のよしとさんが紙芝居をめくりながら
物語りを歌い、シンガーソングライターのひうた
さんがギターを弾いてリズムを奏でる紙芝居。子
どもも大人も会場が一体となって、歌い、手拍子
を合わせ、盛り上がりました。
　紙芝居の途中には「何かな、何かな」とチラチ
ラクイズ。子どもたちは口々に「ゾウさん！」
「ちがうよ、ヤカンだよ～」などと元気に叫んで
いました。
　一人ひとりの心がほっこりしたライブに子ども
たちはどんなことを感じたかな？

　設立15周年を記念して、勝北陶芸の里で活動す
る愛好者団体・

ゆうさん

雄杉会が作品展を開催しました。
73人の出展者が花瓶・皿などの自信作や豚の形を
した蚊取り線香入れ、カエルの置き物などを展示。
約550人の来場者がバラエティに富んだ作品を楽
しみました。
　また、親子連れなどが手ろくろを回し、カップ
やお皿作りを体験。６歳の誕生日に初めて陶芸体
験をした中川慈大くん（東一宮）は「家族みんな
で作って楽しかった。作ったお皿で早くごはんを
食べてみたい」とうれしそうに教えてくれました。

　平成６年４月から開催されている加茂の朝市。
きねつきもちやあまごの唐揚げなど、加茂地域の
特産品を販売。地元の人たちに愛され、200回目
の開催を迎えることができました。
　今回は200回を記念し、マグロの解体ショーや
もち投げも行われ、多くの人を喜ばせました。
　４月17日㈰の加茂の朝市は「津山加茂郷フルマ
ラソン全国大会」の会場、加茂町スポーツセンタ
ーで開催されます。

　
なんこう

南高や
おうしゅく

鶯宿、
かんこう

寒紅しだれ梅など、中国地方最大級の16品種・約2,000本の梅が咲き誇る「神代梅の里公園｣。
　今年は開花が遅く、３月12、13日にはまだ咲き始めでしたが、もち投げや梅の種飛ばし大会などが開
催され、多くの人が訪れました。園内は琴と尺八の音色に包まれ、安らかな時間が流れていました。梅
の種飛ばし大会で6.66ｍ飛ばし、見事２位になった篠本克彦さん（大阪府）は「湯郷温泉に宿泊し、こ
のイベントを知りました。津山は初めてですが、とても楽しかったです。梅干し大好き！」と話してく
れました。
　３月19日には満開を迎えて多くの人でにぎわい、さわやかな春風の中、園内でお弁当を広げる家族連
れの姿も見られました。また「春の夜の 闇はあやなし 梅の花 色こそ見えね 香やは隠るる」など、梅の
花を詠んだ和歌などを口ずさみながら園内を散策する観光客も見受けられました。

こうじ

みんなに愛されて、200回
３月20日 加茂町文化センター前駐車場

２月26日～３月27日 神代梅の里公園

歌って、手拍子して、大喜び
２月27日 市立図書館

おいしさのミソは、たっぷりの阿波産米麹
２月26日 阿波特産館

笑って学んだ、消費者被害
３月10日 津山市総合福祉会館

弦の音色に魅かれて 陶芸って楽しいね
３月５、６日 地域交流センター

咲き誇る紅梅、白梅に心癒やされ

加茂の朝市 200回記念

勝北陶芸の里15周年記念展示会

第19回「梅の里」梅まつり

弦の響宴 2011春

あばみそづくり交流会

地域包括支援センターフェア

Live paper story

３月19日 ベルフォーレ津山

ひ
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待
ち
に
待
っ
た
グ
ラ
ス
ハ
ウ
ス

の
オ
ー
プ
ン
が
近
づ
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
ま
っ
た
く
Ｐ
Ｒ
が
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。

　

津
山
市
は
責
任
を
も
っ
て
、
し

っ
か
り
運
営
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま
す
よ
！

（
匿
名
）

　

市
で
は
、
市
民
の
健
康
増
進
・

健
康
づ
く
り
の
場
と
し
て
、
ま
た

憩
い
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

場
と
し
て
、
グ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
を
有

効
に
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
専
門
知
識
や
運
営

ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
た
民
間
活
力
を

導
入
し
、
グ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
の
施
設

を
管
理
運
営
で
き
る
事
業
者
を
全

国
か
ら
募
集
し
ま
し
た
。

　

応
募
の
あ
っ
た
事
業
者
に
対
し
、

今
年
１
月
の
審
査
委
員
会
に
て
選

定
を
行
い
、
そ
の
結
果
、
大
阪
市

の
ミ
ズ
ノ
グ
ル
ー
プ
共
同
事
業
体

が
指
定
管
理
の
候
補
者
と
し
て
選

定
さ
れ
ま
し
た
。
最
終
決
定
に
は
、

議
会
（
３
月
定
例
市
議
会
）
の
議

決
が
必
要
で
あ
っ
た
た
め
、
市
民

の
皆
さ
ん
へ
の
情
報
発
信
に
時
間

が
掛
か
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

遅
く
な
り
ま
し
た
が
、
４
月
29

日
㈷
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

に
向
け
て
、
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。
今
後
も
指
定
管
理
者
と
の

連
携
協
力
を
進
め
て
Ｐ
Ｒ
に
務
め

て
い
き
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ

ん
も
グ
ラ
ス
ハ

ウ
ス
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　

　

公
園
緑
地
課
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 　子どもたちに身近な「も
の」や「こと」の起源が、
写真やイラストなどでとて
も分かりやすく解説されて

いる図鑑『21世紀こども百科もののはじまり
館』。
　長い文章を読むことが苦手だった息子に、
何とか本に親しんでほしくて、小学２年生の
時に買ってあげました。興味のあるページを
パッと開けばすぐに読め、面白い情報がとて
も見やすく紹介されています。小学５年生に
なりましたが、学校での「調べ学習」などに
も役立てているようです。
　テレビ、遊園地、カレーライス、お金、年

中行事など、その始まりなんて大人も知らな
いことばかり。親も一緒になって楽しめる内
容です。学校の始まりについても載っている
ので、小学校の入学祝いなどにもいいかもし
れませんね。
　図鑑は長く楽しめるのが良いところ。我が
家でも保存版の一冊になっています。

　

岩原 亜由美
推薦者

さん
(紫保井）

親子で楽しめる保存版の一冊
みんなのページ

つやまっ子
に贈る100冊の本

ど
ん
ど
ん
津
山
を
売
り
出
し
て

河
本 

準
一

お
笑
い
コ
ン
ビ
・
次
長
課
長

さ
ん
（
津
山
市
出
身
）

きらめくきらめく

　
　

  

ラ
ス
ハ
ウ
ス
の

　
　

オ
ー
プ
ン
楽
し
み

　
　

し
っ
か
り
Ｐ
Ｒ
を

グ

「21世紀こども百科もののはじまり館」
近藤二郎・監修（小学館）

な
い
で
す
ね
。
で
も
今
回
、
津
山
に

帰
っ
て
く
る
こ
と
を
聞
き
つ
け
て
、

小
学
校
時
代
の
同
級
生
が
わ
ざ
わ
ざ

会
い
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
友

人
と
は
24
年
振
り
の
再
会
だ
っ
た
の

で
、
こ
れ
が
何
よ
り
も
う
れ
し
か
っ

た
で
す
ね
。

小
学
校
時
代
の
河
本
さ
ん
は
ど
ん
な

お
子
さ
ん
で
し
た
か
？

　
小
学
生
の
時
は
も
て
ま
し
た
。
と

に
か
く
人
生
で
最
高
に
も
て
た
と
思

い
ま
す
（
笑
）。
こ
の
こ
と
は
わ
た

し
の
本
に
も
書
い
て
い
ま
す
が
、
学

年
の
人
気
投
票
で
１
位
に
な
っ
た
こ

と
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
当
時
、
同
じ

学
年
に
は
俳
優
の
オ
ダ
ギ
リ
ジ
ョ
ー

君
が
い
ま
し
た
が
、
彼
を
抑
え
て
の

１
位
で
す
か
ら
ね
。
今
で
は
と
て
も

考
え
ら
れ
ま
せ
ん
よ
。

　

友
だ
ち
と
も
よ
く
遊
び
ま
し
た
。

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し
た
り
、
川
で

泳
い
だ
り
。
大
好
き
な
サ
ッ
カ
ー
を

始
め
た
の
も
小
学
生
の
時
、
地
元
の

サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
に
通
う
よ
う
に

な
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

３
月
開
催
の
沖
縄
国
際
映
画
祭
で
地

域
発
信
型
映
画
と
し
て
上
映
さ
れ
た

「
ホ
ル
モ
ン
女
」。
こ
の
映
画
で
主
人

公
の
上
司
役
と
し
て
出
演
し
た
河
本

準
一
さ
ん
は
小
学
校
時
代
を
津
山
で

過
ご
し
て
い
ま
す
。
河
本
さ
ん
に
津

山
に
対
す
る
思
い
を
伺
い
ま
し
た
。

お
帰
り
な
さ
い
河
本
さ
ん
。
久
し
ぶ

り
に
帰
ら
れ
て
津
山
の
印
象
は
ど
う

で
す
か
？

　
実
は
津
山
に
は
よ
く
帰
郷
し
て
い

る
ん
で
す
よ
。
津
山
に
は
オ
カ
ン
の

実
家
が
あ
っ
て
、
親
類
も
あ
る
の
で

１
年
に
１
回
は
必
ず
お
墓
参
り
に
帰

っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
久
し
ぶ
り

に
帰
っ
て
き
た
と
い
う
感
じ
じ
ゃ
あ

り
鍋
も
い
い
と
思
う
し
…
、
そ
れ
と

メ
ッ
チ
ャ
う
ま
い
和
・
洋
菓
子
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
よ
ね
。
こ
れ
も
津

山
を
発
信
す
る
一
つ
の
ア
イ
テ
ム
だ

と
思
い
ま
す
。

　
全
国
に
は
ま
だ
ま
だ
知
ら
れ
て
い

な
い
す
て
き
な
町
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
そ
う
い
っ
た
町
が
そ
れ
ぞ
れ

の
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
、
注
目
を
集

め
て
い
っ
た
と
き
、「
津
山
」
が
そ

の
皮
切
り
だ
っ
た
と
思
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
や
人
づ
く
り

を
し
て
ほ
し
い
で
す
。
よ
り
一
層
、

津
山
が
全
国
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
と
い
い
で
す
ね
。

サ
ー
ビ
ス
精
神
旺
盛
で
気
さ
く
に
フ

ァ
ン
と
接
す
る
河
本
さ
ん
。
体
調
に

は
十
分
気
を
つ
け
て
、
ま
す
ま
す
の

ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

津
山
を
発
信
す
る
映
画
に
出
演
し
た

感
想
は
？

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
大
変
協
力
し
て

も
ら
え
た
こ
と
が
と
て
も
う
れ
し

い
で
す
。「
津
山
城
で
の
撮
影
で
は
、

開
始
時
間
が
遅
れ
て
し
ま
い
、
雪
の

降
る
寒
さ
の
中
、
３
０
０
人
近
い
エ

キ
ス
ト
ラ
の
皆
さ
ん
が
２
時
間
近
く

待
っ
て
く
だ
さ
っ
た
」
と
監
督
か
ら

聞
い
て
、
津
山
の
皆
さ
ん
の
温
か
さ

を
感
じ
ま
し
た
。
そ
ん
な
温
か
さ
は

き
っ
と
映
画
を
見
る
人
に
も
伝
わ
る

と
思
う
し
、
津
山
の
人
み
ん
な
で
作

っ
た
映
画
な
ん
だ
と
感
じ
て
い
ま
す

ね
。

津
山
が
ど
ん
な
ま
ち
に
な
っ
た
ら
い

い
と
思
い
ま
す
か
？

　
今
、
津
山
は
ホ
ル
モ
ン
う
ど
ん
で

全
国
的
に
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
以
外
の
も
の
で
も
ど
ん
ど
ん
有

名
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
そ
ず

▲市内飲食店でのシーン

▲市役所地下食堂でのシーン



●市立図書館のホームページから、オンラインレ
　ファレンス（調査・問い合わせ）ができます
　http://tsuyamalib.tvt.ne.jp/

応募方法

問

締め切り

当選者

　
①答え②記事の感想や市政へのご意見③
正解者の中から抽選で５人に当たるⒶ～Ⓒ
の記念品の中から１つを書いてください。

　
　

　

（鉛筆は不可）

絵手紙を⋯

あて先は見本
のとおりに書
くだけでＯＫ

●はがきで応募●イラスト応募者は必ず学年（年齢）
を記入●ペンネーム可●採用された人には記念品を
贈呈します●希望者には作品を返却します

としょかん 5月

学校
（応募31人、正解31人）

芦田芳子さん、岩井淳子さん、
大田和子さん、高橋和子さん、
寺阪照子さん

５月10日（火）当日消印有効
当選者は６月号で発表

２月号の正解

市役所へのお便りは…

　

必
ず
氏
名
と
フ
リ
ガ
ナ
、
住
所
、
電
話
番
号

を
書
い
て
く
だ
さ
い
。
応
募
い
た
だ
い
た
お
便

り
は
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ぶ
っ
く
ま
る

秘
書
広
報
室
行

2011.4 2021 2011.4

平成18年度以来の積極型予算
平成23年度当初○○
○に入る漢字２文字は？

24 - 2919午前10時～午後７時 42 - 7032午前10時～午後６時

36 - 8622午前10時～午後６時

57 - 3444午前10時～午後６時

記念品  Ⓐ図書カード Ⓑ津山洋学資料館
招待券(２枚）Ⓒあば温泉無料入場券(２枚）高倉小学校10:15～10:45 ⇒ 市役所本庁舎12:00～12:40 ⇒ 向陽小学校13:00～13:30 ⇒ 小原会館14:00～14:40

⇒ 院庄公民館15:20～16:20 12日㈭
11日㈬北小学校10:00～10:40 ⇒ 総社東第二遊園地11:10～11:50 ⇒ 高田小学校13:00～13:30 ⇒ 河辺小学校14:35～16:00
10日㈫佐良山小学校10:00～10:40 ⇒ 津山口駅前11:00～11:40 ⇒ 一宮小学校12:40～13:30 ⇒ 林田小学校14:30～16:00

16日㈪秀実小学校10:15～11:00 ⇒ 中正小学校12:50～13:20 
13日㈮成名小学校10:15～11:00 ⇒ 清泉小学校13:00～13:40 ⇒ 大崎小学校14:40～16:00 

18日㈬東小学校13:00～13:30 
17日㈫阿波小学校10:25～11:00 ⇒ 旧ＪＡ上加茂11:20～11:50 ⇒ 加茂小学校13:00～13:40 ⇒ めぐみ荘14:00～15:00

20日㈮喬松小学校10:15～10:45 ⇒ 道の駅｢久米の里｣11:15～12:00 ⇒ 誠道小学校13:00～13:40 ⇒ 田邑公民館15:00～16:00
25日㈬鶴山小学校13:00～14:00 ⇒ 塩手荘14:40～15:10

19日㈭勝加茂小学校10:15～11:00 ⇒ 新野小学校13:00～13:30

9日㈪ときわ園10:00～10:30 ⇒ 高野公民館11:00～11:50 ⇒ 広野小学校13:00～13:30 ⇒ 広戸小学校14:40～16:00

市立図書館(アルネ・津山 4階）

●小さな子どものえほんのじかん
とき　毎週水曜日10：30～11：00
内容　赤ちゃん絵本の読み聞かせ

●えほんのじかん
とき　毎週水曜日15：30～16：00
内容　絵本の読み聞かせと折り紙

●ファミリーシアター
とき　3日㈷14：30～

　内容　子ども読書週間映画会｢秘密の花園」
●木曜ビデオ館
とき　毎週木曜日14：30～
内容　5日＝「キングコング」、12日＝「母－ＭＡＴ－」、
　19日＝「名城を旅する～松本城と名将の城」、26日＝
「吉川英治 宮本武蔵 小説を旅する」

●健康セミナー
とき　８日㈰14：30～16：00
内容　小児の生活習慣と病気

　講師　梶　俊策さん（津山中央病院小児科部長）
●大きい子のおはなしのじかん
とき　14日㈯15：00～15：30

●おはなし会
とき　19日㈭11：00～11：30

休館日：31日㈫

加茂町図書館(加茂町塔中）

●おはなし会
とき　29日㈰10：30～11：00
内容　絵本の読み聞かせと簡単な工作

勝北図書館(新野東）

●えほんタイム
　とき　12日㈭10：30～11：00
●おはなしタイム
とき　15日㈰10：30～11：00
内容　｢勝北ブックくらぶ」による読み聞かせ

久米図書館(中北下）

●いっしょにあそぼ！ 0123 てくてく
とき　18日㈬10：30～11：30
内容　｢たんぽぽの家」による手遊び、折り紙など
対象　０～３歳児と保護者

●こくちゃんの紙芝居劇場
とき　28日㈯15：00～

郷土の本
『あっ晴れ！おかやま国民文化祭民謡・民舞の祭典』

（第25回国民文化祭津山市実行委員会）
『草の花 歌集』宮野愛子著（潮汐社）

新しくはいった本
こどもの本
『水と人びとの健康』　橋本淳司作（文研出版）
『おまじないのてがみ』いしいつとむ作（文研出版）
『しんとしずかな、ほん』

レナータ・リウスカ作（光村教育図書）

おとなの本
『村上春樹雑文集』村上春樹著（新潮社）
『奥薗流・まごわやさしい健康料理』

奥薗壽子著（文化学園文化出版局）

３館の休館日：２日㈪、６日㈮、９日㈪、16日㈪、23日㈪、
　　　　　　　30日㈪、31日㈫

▲竹内　ほのか（５歳・野介代）

▶
村
上
　

昭
美
（
油
木
北
）

▶
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
マ
ス
ク

　
　
　
　
　
　
　

（
小
学
４
年
・
河
辺
）

▲真家　笙子
（坪井下）

▶
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
マ
ス
ク
母
（
河
辺
）

▶
岡
田
　

英
子
（
宮
部
下
）

（敬称略）



けんこう･そうだん こどもひろば5月

5月

５
月
の
相
談

●女性の悩みごと相談
　とき　毎週水曜日・21日㈯10：00～16：00
　ところ　津山男女共同参画センター「さん・さん」
　■問さん・さん331-2533
●女性と子どもの法律相談（予約要）
　とき　２日㈪・16日㈪13：30～16：40
　ところ　津山すこやか・こどもセンター
　■問こども課332-2065
●女性と子どものなやみごと相談所
　とき　12日㈭・26日㈭10：00～15：00
　ところ　さん・さん
　■問さん・さん331-2533
●鶴山塾特別教育相談
　とき　毎週火・木曜日13：30～16：30（３・５日を除く）
　　６日㈮13：30～15：30、 20日㈮14：00～16：00、
　　27日㈮10：00～12：00
　ところ　教育相談センター「鶴山塾」
　■問鶴山塾322-2523
●司法書士法律相談（無料・予約要）
　とき　11日㈬・25日㈬13：30～16：30
　ところ　環境生活課（市役所１階１番窓口）
　■問環境生活課332-2057

●人権・行政・民生合同相談
　とき　11日㈬10：00～15：00
　ところ　津山市総合福祉会館
　■問人権啓発課331-0088
　とき　19日㈭10：00～15：00
　ところ　勝北老人憩いの家
　■問勝北支所市民生活課332-7023
　とき　20日㈮10：00～15：00
　ところ　久米支所
　■問久米支所市民生活課332-7011
●行政相談
　とき　18日㈬10：00～15：00
　ところ　加茂町公民館
　とき　20日㈮13：00～15：00
　ところ　加茂福祉センター
　■問加茂支所市民生活課332-7032

LET’S

じ ど う か ん
中央児童館（山北）　午前10時～午後５時
322-2099

ぐりむ児童館（加茂町中原）　午前９時～午後５時
342-3168

ワイワイ児童館（横山）　午前10時～午後５時
324-4400

阿波児童館（阿波）　月・金曜日 午後１時～５時
346-2076 水曜日 午前９時～午後５時

「愛の献血」にご協力を

27日㈮ 10:00～11:30
　　　 12:30～15:30

と　　こ　　ろ

市役所１階市民ロビー

と　　き

元気な子どもを育てるために

16日㈪ 9:00～16:00

妊婦歯科検診

内　容　歯科検診、ブラッシング指導、歯垢の染め
　　　　出し（希望者）、カリオスタット（口の中の
　　　　状態を知る検査）
定　員　18人（予約要、先着順）
問い合わせ先　津山歯科医療センター322-4021

15日㈰ 9:00～12:00
と　　こ　　ろ

津山歯科医療センター（沼）
と　　き

骨密度測定

対　象　市内に在住する20～80歳の人（予約要）

と　　こ　　ろ

津山すこやか・こどもセンター
と　　き

日 受付時間健　　診

ところ　津山すこやか・こどもセンター
☆対象者には個別に通知します

乳 児 健 診
１歳6カ月児健診
３歳 児 健 診

17日㈫、18日㈬
10日㈫、11日㈬
27日㈮、31日㈫

13:00～14:00

ところ　津山すこやか・こどもセンター
☆対象者には個別に通知します
☆受付時間が変更になっています。ご注意ください

生後３～90カ月
未満の子ども

日

19日㈭、20日㈮、
24日㈫、25日㈬

受付時間

13:30～14:00

対　　象

ポリオ予防接種

高齢者歯科相談

対　象　65歳以上の人（予約要）
内　容　歯科検診、歯科相談
問い合わせ先　津山歯科医療センター322-4021

15日㈰ 9:00～12:00
と　　こ　　ろ

津山歯科医療センター（沼）
と　　き

2011.4 2223 2011.4

お話タイム　とき：11日㈬、27日㈮13：00～13：30
赤ちゃん広場　とき：12日㈭11：00～11：30　対象：０
歳児と保護者　定員：10組　受付：４月26日㈫10：00
～（先着順）
親子で遊ぼう　とき：16日㈪10：30～11：30　対象：乳
幼児（０～２歳）と保護者
かしわもちをつくろう　とき：28日㈯13：00～14：30　
対象：小学生　定員：10人　参加費：100円
　持ってくるもの：エプロン、マスク、三角きん、お
茶、タオル　受付：10日㈫10：00～（電話のみ）

こどもの日の集い　とき：１日㈰13：00～15：00　
　内容：フランスパンを使ったおやつ作り（幼児は保
護者同伴)　参加費：100円　締め切り：４月24日㈰
まっちゃんと遊ぼう　とき：７日㈯13：30～15：00　
　内容：母の日のプレゼント作り(幼児は保護者同伴)
たんぽぽルーム（親子遊び）　とき：11日㈬10：00～
　11：30　内容：加茂幼稚園で園児と交流　対象：乳幼
児と保護者
たんぽぽルーム（フラワーアレンジメント）
　とき：25日㈬10：00～11：30　対象：乳幼児と保護者
　参加費：100円、持ってくるもの：
　万能ばさみかキッチンばさみ、
　タオル、身近な草花
　締め切り：17日㈫

プレクラブ ワイワイあそぼ♪　とき：11日㈬10：30～
　11：30　対象：１歳～平成22年４月１日以前に生まれ
た幼児と保護者
絵本タイム　とき：17日㈫13：15～13：45
赤ちゃんあそぼ！　とき：18日㈬、25日㈬10：30～11：30
対象：乳児（１歳未満）と保護者　定員：15組
　受付：３日㈷10：00～（先着順）

母の日プレゼント作り　とき：７日㈯10：30～11：30　
定員：15人　参加費：100円　受付：４月20日㈬
　9：00～
わくわくチャレンジ　とき：16日㈪15：30～16：30

問い合わせ先　健康増進課332-2069　　※料金を掲載していないものは無料です

○子宮
けい

頸がん予防ワクチンの供給不足により、
　初回接種を一時的に見合わせています

○産婦人科で行われる妊婦健診に、クラミジア
　抗原検査が追加されました

り
っ
ぱ
な
鼓
手
と
し
て
、

　
　
　
　
　

皆
と
一
つ
に

津
山
鶴
丸
太
鼓

休館日　中央児童館・ワイワイ児童館　２日㈪、４日㈷～６日㈮、９日㈪、15日㈰、23日㈪、30日㈪
　　　　ぐりむ児童館　２日㈪～５日㈷、９日㈪、16日㈪、23日㈪、30日㈪　※このほかにもさまざまな相談窓口が設けられています。詳しくは「津山市 暮らしの便利帳」をご覧ください

大切なお知らせ

　
和
太
鼓
の
音
と
い
う
も
の
は
、
な

ぜ
こ
ん
な
に
も
人
の
心
に
響
い
て
く

る
の
だ
ろ
う
。
練
習
場
か
ら
轟と

ど
ろき
の

よ
う
に
響
い
て
く
る
そ
の
鼓
動
に
、

知
ら
ぬ
間
に
鳥
肌
が
立
っ
て
い
ま
し

た
。

　
そ
の
問
い
に
答
え
る
よ
う
に
「
和

太
鼓
の
音
は
、
赤
ち
ゃ
ん
が
母
体
に

い
る
時
に
聞
く
母
親
の
心
音
と
周
波

数
が
一
致
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
聞
く
人
の
心
を
揺
さ
ぶ
り
も

す
る
し
、
安
心
も
さ
せ
る
の
で
し
ょ

う
」
と
、
会
長
の
河
中
さ
ん
は
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。

  

「
和
太
鼓
を
打
つ
時
は
気
持
ち
を

前
へ
前
へ
と
出
す
こ
と
が
大
切
。
舞

台
で
は
、
子
ど
も
だ
か
ら
と
許
さ
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

舞
台
に
立
ち
、
皆
の
前
で
演
奏
す
る

こ
と
で
子
ど
も
た
ち
に
自
信
が
つ
い

て
き
ま
す
。
顔
つ
き
も
目
つ
き
も
目

に
見
え
て

変
わ
っ
て

き
ま
す
よ
。

ま
た
子
ど

も
た
ち
に

は
、
技
術

だ
け
で
な

く
、
あ
い

さ
つ
や
受

け
答
え
が

き
ち
ん
と
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
語
る
河

中
さ
ん
。
そ
の
言
葉
ど
お
り
、
子
ど

も
た
ち
は
口
々
に
「
大
き
な
音
が
出

せ
る
の
で
楽
し
い
」「
み
ん
な
と
一

つ
に
な
れ
る
」「
気
持
ち
い
い
」「
ソ

ロ
が
で
き
る
」
と
、
は
き
は
き
と
気

持
ち
の
良
い
受
け
答
え
で
和
太
鼓
の

魅
力
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

練
習
日　
毎
週
水
・
日
曜
日
午
後
７

時
30
分
～
９
時
30
分

と
こ
ろ　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ

ー
「
あ
い
あ
い
」（
井
口
）

対
象　
中
学
生
以
上
（
小
学
生
以
下

は
要
相
談
）

会
費　
子
ど
も
千
円
、
大
人
２
千
円

問
い
合
わ
せ
先　
河
中
さ
ん
3 

22-

５
８
７
０



イベント☆募集☆お知らせば
じいけ

イベント☆募集☆お知らせ

ば
じ
い
け

ん

ん

詳しくは産業政策課 32-20
81へお問い合わせください

広告
募集

日曜納税窓口

2011.4 2425 2011.4

（納期限：５月２日㈪）

●固定資産税　　 　　　１期　都市計画税

４月24日㈰ 午前9時～午後4時
納税課（市役所2階1番窓口）

転入　
出生

人　 転出
人　 死亡

人
人

人口　
　男　
　女　　　
世帯　

（３月1日現在）

187   215
61 117

107,830
51,424
56,406
43,943

人（前月比△84）
人（同△57）
人（同△27）　　
世帯（同△24）

４ 月　の　納　税

２月中のひとの動き

　
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
や
生
活
リ
ハ

ビ
リ
、
病
気
や
薬
に
つ
い
て
の
勉

強
会
、
趣
味
・
教
養
講
座
（
初
心

者
パ
ソ
コ
ン
教
室
・
手
工
芸
な

ど
）
を
利
用
者
と
話
し
合
い
な
が

ら
個
々
に
応
じ
て
行
い
ま
す
。

※
材
料
費
・
利
用
料
要

と
き　
毎
週
水
曜
日
午
前
10
時
～

11
時
30
分
（
利
用
期
間
は
お
お

む
ね
３
カ
月
間
）

と
こ
ろ　
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
神
南
備
園
」（
大
谷
）

対
象　
身
体
障
害
者
手
帳
、
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
療
育

手
帳
、
自
立
支
援
医
療
受
給
者

証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
市
内

在
住
の
人

申
込
方
法　
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
直
接
申
し
込
む

問
い
合
わ
せ
先　
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
「
神
南
備
園
」
3 
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９
４
０
２
、
5 
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９
４
０
７

　
所
得
が
少
な
く
保
険
料
を
支
払

う
こ
と
が
難
し
い
学
生
に
対
し
、

保
険
料
の
支
払
い
を
猶
予
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。

　
学
生
納
付
特
例
が
承
認
さ
れ
た

期
間
の
保
険
料
は
10
年
以
内
で
あ

れ
ば
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
（
承
認
を
受
け
た

年
度
か
ら
３
年
目
以
降
に
納
め
る

場
合
は
、
当
時
の
保
険
料
に
経
過

期
間
に
応
じ
た
加
算
金
が
上
乗
せ

さ
れ
ま
す
）。

対
象　
大
学
、
大
学
院
、
短
期
大

学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学

校
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校

（
学
校
教
育
法
で
規
定
さ
れ
て

い
る
修
業
年
限
が
１
年
以
上
の

課
程
）
に
在
学
す
る
20
歳
以
上

の
学
生
で
、
本
人
の
前
年
所
得

が
１
１
８
万
円
以
下
の
人

申
請
に
必
要
な
も
の　
①
学
生
証

　
（
写
し
）
ま
た
は
在
学
証
明
書

②
年
金
手
帳
③
印
鑑
（
本
人
が

署
名
す
る
場
合
は
不
要
）
④
退

職
し
て
学
生
に
な
っ
た
人
は
、

離
職
票
ま
た
は
雇
用
保
険
受
給

資
格
者
証

承
認
期
間　
４
月
か
ら
翌
年
の
３

月
ま
で

※
在
学
中
は
毎
年
度
申
請
が
必
要

（
翌
年
度
か
ら
は
申
請
書
が
自

宅
に
届
く
の
で
学
生
証
な
ど
の

添
付
は
不
要
）

問
い
合
わ
せ
先　
保
険
年
金
課

　
（
市
役
所
１
階
６
番
窓
口
）3 
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 -

２
０
７
２
、
ま
た
は
各
支
所

市
民
生
活
課

　
最
終
処
分
場
の
埋

め
立
て
は
平
成
21
年

３
月
で
終
了
し
て
い

ま
す
。
町
内
清
掃
を

実
施
す
る
と
き
は
、

ご
み
の
減
量
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

○
土
や
草
は
で
き
る
だ
け
自
然
に

帰
す

○
分
別
を
徹
底
す
る

○
家
庭
の
剪せ

ん

定
ご
み
や
粗
大
ご
み

な
ど
を
便
乗
し
て
出
さ
な
い

問
い
合
わ
せ
先　
環
境
事
業
所

　

3 

22-

８
２
５
５

　
市
で
は
、
高
齢
化
や
過
疎
化
に

よ
り
日
々
の
暮
ら
し
や
支
え
合
い
、

共
同
作
業
な
ど
、
地
域
の
運
営
が

近
い
将
来
困
難
に
な
る
こ
と
が
予

測
さ
れ
る
地
域
で
、
自
ら
が
暮
ら

す
地
域
の
運
営
を
行
う
「
ま
ち
づ

く
り
の
協
議
会
」
を
設
立
す
る
地

域
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
ま
で
中
山
間
地
域
を
対

象
と
し
て
実
施
し
た
「
住
民
自
治

協
議
会
モ
デ
ル
事
業
」
の
範
囲
を

市
内
全
域
に
広
げ
、
市
と
の
協
働

に
よ
り
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

主
な
活
動　
①
実
施
体
制
の
整
備

②
地
域
の
現
状
と
課
題
の
把
握

③
地
域
運
営
の
計
画
策
定
④
計

画
に
基
づ
い
た
活
動
の
実
施

実
施
要
件　
対
象
地
域
＝
55
歳
以

上
の
割
合
が
50
％
以
上
を
占
め

る
地
区
を
含
み
、
自
ら
が
暮
ら

す
地
域
の
経
営
を
進
め
る
協
議

会
を
設
立
す
る
地
域
、
範
囲
＝

お
お
む
ね
小
学
校
区
、
ま
た
は

連
合
町
内
会
の
支
部
の
範
囲
、

構
成
＝
該
当
地
域
の
団
体
・
個

人
支
援
内
容　
①
協
議
会
の
設
立
や

地
域
運
営
の
計
画
策
定
、
活
動

へ
の
職
員
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

派
遣
②
活
動
内
容
に
よ
り
補
助

金
の
交
付
（
１
協
議
会
25
万
円

以
内
）
③
各
協
議
会
共
通
の
課

題
に
対
す
る
研
修
会
の
実
施
な

ど
締
め
切
り　
５
月
23
日
㈪

応
募
方
法　
協
働
推
進
室
に
備
え

付
け
の
申
請
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

直
接
ま
た
は
郵
送
で
申
し
込
む

問
い
合
わ
せ
先　
〒
７
０
８-

８

５
０
１
津
山
市
山
北
５
２
０
協

働
推
進
室（
市
役
所
３
階
）3 
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-

２
０
３
２

支
給
対
象　
次
の
①
～
③
の
す
べ

て
に
該
当
す
る
高
齢
者
を
、
在

宅
に
お
い
て
介
護
す
る
市
内
在

住
の
介
護
者
。
①
介
護
保
険
で

要
介
護
３
～
５
の
認
定
を
受
け

て
い
る
人
②
市
内
在
住
の
人
③

市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る

こ
と

支
給
額　
月
額
６
２
５
０
円
（
１

人
当
た
り
）
を
限
度
と
す
る
金

額
相
当
の
介
護
用
品
（
お
む
つ
、

尿
と
り
パ
ッ
ド
）
を
支
給

※
限
度
額
を
超
え
た
額
は
利
用
者

負
担
と
な
り
ま
す

申
請
方
法　
所
定
の
申
請
書
が
必

要
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
先　
高
齢
介
護
課

（
市
役
所
１
階
９
番
窓
口
）
3 
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２
０
６
６

　
条
例
規
則
に
定
め
る
民
間
の
都

市
施
設
が
改
修
し
た
場
合
、
補
助

対
象
工
事
費
用
の
２
分
の
１
、
１

０
０
万
円
を
上
限
に
補
助
し
ま
す
。

　
申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対
象
工
事　
①
出
入
口
の
自
動
ド

ア
設
置
工
事
②
障
害
者
用
ト
イ

レ
設
置
工
事
③
視
覚
障
害
者
用

誘
導
ブ
ロ
ッ
ク
設
置
工
事
④
出

入
口
の
ス
ロ
ー
プ
設
置
工
事
な

ど
で
、
施
設
内
の
受
付
ま
で
の

段
差
解
消
な
ど
が
で
き
る
工
事

で
あ
る
こ
と
が
条
件

問
い
合
わ
せ
先　
障
害
福
祉
課

（
市
役
所
１
階
８
番
窓
口
）
3 
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-

２
０
６
７

　
今
年
７
月
24
日
に
地
上
ア
ナ
ロ

グ
放
送
が
終
了
し
、
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
に
移
行
し
ま
す
。

　
し
か
し
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に

限
り
、
平
成
27
年
３
月
末
ま
で
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
ア
ナ
ロ
グ
方

式
に
変
換
し
配
信
す
る
こ
と
（
デ

ジ
ア
ナ
変
換
）
が
で
き
ま
す
。
市

内
で
は
「
テ
レ
ビ
津
山
」
が
デ
ジ

ア
ナ
変
換
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
テ
レ
ビ
津
山
加
入
者
は

平
成
27
年
３
月
末
ま
で
、
ア
ナ
ロ

グ
テ
レ
ビ
で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

（
岡
山
７
局
）
と
、
テ
レ
ビ
津
山

自
主
放
送
を
視
聴
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
デ
ジ
ア
ナ
変
換
は
、

ご
家
庭
の
２
台
目
、
３
台
目
の
テ

レ
ビ
買
い
替
え
に
要
す
る
負
担
軽

減
な
ど
を
目
的
と
し
た
暫
定
的
な

サ
ー
ビ
ス
で
す
。
地
デ
ジ
化
は
、

な
る
べ
く
早
め
に
お
済
ま
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
テ
レ
ビ
津
山

　

3 

24-

４
０
０
０
（
火
～
土
曜

　

日
午
前
９
時
～
午
後
６
時
）、

情
報
政
策
課
3 
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２
０
４
５

　
津
山
市
人
権
尊
重
の
教
育
推
進

協
議
会
が
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
や

自
身
の
あ
る
べ
き
姿
を
考
え
た
り
、

郷
土
へ
の
関
心
を
高
め
た
り
す
る

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
願
い
『
つ

や
ま
・
先
人
の
あ
ゆ
み
』
を
発
刊

し
ま
し
た
。

内
容　
「
苦
心
と
連
携
で
困
難
を

克
服
し
た
地
域
開
発
」「
生
き

る
権
利
を
回
復
し
よ
う
と
し
た

た
た
か
い
」「
戦
争
の
あ
や
ま

ち
に
気
づ
き
、
平
和
を
求
め
た

活
動
」
の
３
分
野
か
ら
24
事
例

を
取
り
上
げ
、
人
々
の
暮
ら
し

を
守
る
た
め
、
血
と
汗
の
に
じ

む
努
力
を
行
っ
た
先
人
た
ち
の

取
り
組
み
を
紹
介

※
冊
子
は
小
・
中
学
校
な
ど
に
配

布
し
、
図
書
館
や
公
民
館
な
ど

に
も
置
い
て
い
ま
す

※
希
望
者
に
は
５
０
０
円
で
販
売

し
ま
す

問
い
合
わ
せ
先　
人
権
啓
発
課

　
（
ア
ル
ネ
・
津
山
５
階
）3 
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０
０
８
８

ご
協
力
く
だ
さ
い

清
掃
活
動
を
実
施
す
る

町
内
会
の
皆
さ
ん
へ

利
用
者
募
集
！

神
南
備
園 

学ま
な

ビ
リ
教
室

ご
存
知
で
す
か
？

国
民
年
金

学
生
納
付
特
例
制
度

あ
な
た
の
地
域
で
も
！

ま
ち
づ
く
り
の
協
議
会

ı
住
民
自
治
協
議
会
事
業
ı

人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

民
間
都
市
施
設
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
工
事
へ
の
補
助

４
月
か
ら
対
象
者
拡
大

介
護
用
品
支
給
事
業

ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
で
も
視
聴

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

「
テ
レ
ビ
津
山
」

知
っ
て
ほ
し
い
こ
の
思
い

『
つ
や
ま
・
先
人
の
あ

ゆ
み
』
発
刊



※放送日時は変更になる場合があります

５月２日㈪～８日㈰  偶数時台の各15分から
｢ごみ分別と減量化について」

ば
じいけ ん

イベント☆募集☆お知らせ

区　分

地域材材料費
10万円以上
20万円未満
20万円以上
30万円未満

30万円以上

補 助 金 額

５万円

10万円

15万円

2011.4 2627 2011.4

　自動車の排気ガスや工場の煙などに含まれ
る大気汚染物質が太陽の強い紫外線を受ける
と、大気中に光化学オキシダントが発生しま
す。発生すると、目がチカチカしたり息苦し
くなるなど健康被害の恐れがあるので、特に
子どもや高齢者には注意が必要です。発生し
た場合は、外出を控え、窓を閉めるなど、で
きるだけ外気が室内へ入らないようにしまし
ょう。
【発生状況のお知らせ方法】
　県では、光化学オキシダントを常時測定し、
濃度が高くなると基準に応じて「情報」｢注
意報」｢警報」を発令します。県ホームペー
ジで県内の発令状況を確認することができま
す。また、４月10日～９月10日を大気汚染防
止夏期対策期間と定め、特に監視を強化し、
注意を呼び掛けています。
　市でも「注意報」や「警報」が発令された
場合は、津山災害情報メールや広報車などで
皆さんへお知らせします。

要件　次のすべての要件に該当するもの
①市内に立地する住宅であること
②地域材※2の材料費が10万円以上であること
③自身で施工、または市内の業者によって施工さ
れること
④市税等の滞納がないこと
⑤過去に津山市県産材利用住宅リフォーム補助金
を受けていない住宅であること
⑥申請年度内に該当工事の完了届が提出できること
※2　地域材とは、岡山県の「木材業者等登録」を受けてい
る市内の製材業者が製材した国産材製材品（皮むきなどの
加工丸太を含む）

補助金額　15万円を限度に次のとおり

申請方法　森林課、または各支所産業建設課に備え
付けの補助金交付申請書（市ホームページからも
ダウンロード可）に必要事項を記入し、必要書類
を添えて工事着手前までに申し込む
※４月１日から受け付けを開始しています。予算が
無くなり次第、締め切ります
問い合わせ先　森林課（市役所４階） 32-2078

要件　次のすべての要件に該当するもの
①市内に自ら居住するために新築する一戸建ての
木造住宅
②台所、便所、浴室があり、独立した生活を営む
ことができること
③主要構造部材（土台、柱、間柱、梁、桁、母屋、
棟木）に地域産乾燥材※1を８㎥以上使用する
住宅
④延床面積（住宅部分の床面積）が80㎡以上の住
宅
⑤建築基準法に基づく確認済証の交付日または建
築工事届の受理日が補助金申請年度の前年４月
１日以降の住宅
⑥主要構造部材の施工が完了し、平成24年３月30
日までに主要構造部材の現地確認が可能な住宅
⑦市税等の滞納がないこと
⑧市内の建築施工業者の請負により建築すること
⑨地域産乾燥材にかかる乾燥業者、製材業者、納
材業者のいずれかが市内の業者であること

※１ 地域産乾燥材とは、岡山県の「木材業者等登録」を受け
ている製材業者が製材した国産材製材品のうち含水率25％
以下のもの

補助金額　１戸当たり上限40万円
(例）①建築施工業者が市内で、地域乾燥材の乾燥

製材業者、製材業者、納材業者のいずれか
が市内の場合＝30万円
②建築施工業者、地域乾燥材の乾燥製材業者、
製材業者、納材業者のすべてが市内の場合
＝40万円

　市では、地域材の積極的な使用を促進することにより、林業の振興と地域経済の活性化を進めるた
め、地域材を使用して住宅を新築またはリフォームする人に補助金を交付します。

作州津山宮川朝市
とき　５月８日㈰午前７時～10時
ところ　宮川河川敷
問い合わせ先　農業振興課 32-2079

加茂の朝市
とき　５月15日㈰午前８時～
ところ　加茂町インフォメーションセンター
問い合わせ先　加茂町観光協会 42-4402

問い合わせ先　環境生活課 32-2055

地域材利用新築住宅補助金 地域材利用住宅リフォーム補助金

光化学オキシダントに注意！

新築もリフォームも地域材の利用を
　
今
年
１
月
25
日
、
倉
敷
市
内
の

女
性
宅
へ
社
会
保
険
事
務
所
の
職

員
を
名
乗
る
電
話
が
あ
り
、
Ａ
Ｔ

Ｍ
（
現
金
自
動
受
払
機
）
か
ら
現

金
を
振
り
込
ま
せ
る
事
件
が
発
生

し
ま
し
た
。

　
医
療
費
の
返
還
な
ど
で
Ａ
Ｔ
Ｍ

の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。「
払
い
過
ぎ
の
医
療
費

を
返
す
」「
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
着
い
た
ら
電

話
を
」
と
い
っ
た
言
葉
が
出
た
ら
、

振
り
込
め
詐
欺
を
疑
い
ま
し
ょ
う
。

も
し
そ
の
よ
う
な
電
話
が
か
か
っ

た
場
合
は
津
山
警
察
署
3 

25-

０

１
１
０
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
保
険
年
金
課

3 

32-

２
０
７
１
、
32-

２
０

７
３

　
生
涯
学
習
の
一
環
と
し
て
、
ま

た
学
校
と
地
域
が
つ
な
が
る
き
っ

か
け
作
り
と
し
て
、
学
校
の
空
き

教
室
を
利
用
し
た
市
民
講
座
を
開

催
。
郷
土
の
歴
史
・
産
業
・
津
山

雑
学
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

《
鶴
山
中
学
校
》

と
き　
５
月
20
日
㈮
、
６
月
17
日

㈮
、
７
月
22
日
㈮
、
９
月
29
日

㈭
、
10
月
21
日
㈮
、
11
月
25
日

㈮
午
前
９
時
50
分
～
11
時
40
分

《
向
陽
小
学
校
》

と
き　
５
月
20
日
㈮
、
６
月
17
日

㈮
、
７
月
22
日
㈮
、
９
月
30
日

㈮
、
10
月
21
日
㈮
、
11
月
18
日

㈮
午
後
１
時
55
分
～
3
時
35
分

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

定
員　
各
校
20
人
程
度
（
２
校
と

も
受
講
可
。
応
募
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

受
講
料　
無
料

締
め
切
り　
４
月
28
日
㈭
必
着

申
込
方
法　
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
①
住
所
②

氏
名
③
電
話
番
号
を
伝
え
申
し

込
む

問
い
合
わ
せ
先　
生
涯
学
習
課

3 

32-

２
１
１
８
、
5 

32-

２

１
４
７
、�gakushuu@

city.

　

tsuyam
a.okayam

a.jp

　
市
で
は
、
市
民
活
動
団
体
が
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
を
担
う
人
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
地
域
づ
く

り
や
地
域
を
支
え
る
人
材
育
成
に

向
け
て
、
自
主
的
・
主
体
的
に
開

催
す
る
講
座
や
研
修
会
な
ど
に
対

し
、
必
要
な
経
費
を
助
成
し
ま
す
。

助
成
内
容　
地
域
に
応
じ
た
テ
ー

マ
を
設
定
し
て
開
催
さ
れ
る
講

座
な
ど
の
講
師
費
用
。
１
件
に

つ
き
５
万
円
を
上
限
に
助
成

対
象
経
費　
講
師
な
ど
へ
の
謝
金
、

交
通
費
、
宿
泊
費
な
ど

申
込
方
法　
協
働
推
進
室
に
備
え

付
け
の
申
請
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

団
体
の
規
約
や
会
則
、
総
会
資

料
な
ど
、
活
動
内
容
が
分
か
る

資
料
を
添
え
て
直
接
ま
た
は
郵

送
で
申
し
込
む

受
付
開
始　
５
月
23
日
㈪
（
先
着

順
）

※
予
算
が
無
く
な
り
次
第
、
締
め

切
り
ま
す

※
お
お
む
ね
５
事
業
を
予
定

問
い
合
わ
せ
先　
〒
７
０
８-

８

　

５
０
１
津
山
市
山
北
５
２
０
協

働
推
進
室（
市
役
所
３
階
）3 

32

　

-

２
０
３
２

と
き　
４
月
23
日
㈯
午
後
１
時
30

分
～
３
時

と
こ
ろ　
津
山
洋
学
資
料
館

演
題　
私
を
魅
了
し
た
、
オ
ラ
ン

ダ
伝
統
工
芸

講
師　
永
江
絹
子
さ
ん
（
ｋ
ｉ
ｎ

ｕ
ｋ
ｏ
ヒ
ン
ダ
ロ
ー
ペ
ン
ス
タ

ジ
オ
主
宰
）

※
午
後
１
時
か
ら
講
演
会
開
始
ま

で
、
古
楽
器
の
演
奏
会
も
行
い

ま
す

聴
講
料　
無
料（
入
館
料
も
無
料
）

問
い
合
わ
せ
先　
津
山
洋
学
資
料

館
3 

23-

３
３
２
４

と
き　
５
月
１
日
㈰
午
前
９
時
30

分
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　
道
の
駅
「
久
米
の
里
」

内
容　
Ｚ
ガ
ン
ダ
ム
コ
ッ
ク
ピ
ッ

ト
搭
乗
コ
ー
ナ
ー
、
餅
投
げ
、

各
種
団
体
に
よ
る
テ
ン
ト
村
な

ど
問
い
合
わ
せ
先　
道
の
駅
「
久
米

の
里
」
3 

57-

７
２
３
４

ご
来
場
く
だ
さ
い

津
山
洋
学
資
料
館

第
65
回
文
化
講
演
会

ご
注
意
く
だ
さ
い

還
付
金
な
ど
の
詐
欺
事
件

遊
び
に
来
て
ね

道
の
駅
「
久
米
の
里
」

仙
人
ま
つ
り

受
講
生
募
集

大
人
の
学
校

地
域
づ
く
り
・
人
づ
く
り

地
域
づ
く
り
人
材
育
成
事
業



毎週金曜日、市役所本庁舎では時間を延長して午後７時まで戸籍・住民票・
印鑑証明書の交付、印鑑登録、パスポートの交付、納税関係の証明書の交付、
納税相談、介護申請を行っていますば

じいけ ん
イベント☆募集☆お知らせ

公開事業
報告会 4月

評価
　  4月

事業完了
～3月31日

協働での
事業実施

事業決定
　6月上旬

公開プレゼン
　 5月下旬

募集
4/15～5/10

ごんごバス（東循環ごんご線）ルートの変更

※新天神橋バス停は西行き、旧天神橋バス停は東行きに限る

鶴山公園

2011.4 2829 2011.4

　市では、市民主体のまちづくりを推進するため、地域の
さまざまな課題の解決方法を市民活動団体や事業者などに
提案してもらい、その団体と市が協力して課題解決を行う
｢公募提案型協働事業」を実施しています。公共サービスに
提案団体の特性が活かされるなど、市が単独で行うよりも
きめ細やかで質の高いサービスの提供が期待されます。皆
さんからの多くの協働事業提案をお待ちしています。

事業の概要　市民活動団体や事業者などが公共にかかわる事業の企画提案を行い、選考された事業を実施
します。補助金額は１件30万円以内、５事業を実施予定です。

事業の流れ

応 募 方 法　協働推進室に備え付けの協働事業提案書
（市ホームページからダウンロード可）
などに必要事項を記入し、団体規約や会
則、総会資料など、活動内容が分かる資
料を添えて、直接または郵送で申し込む

問い合わせ先　〒708-8501津山市山北520協働推進室
　(市役所３階） 32-2032

現行ルート
変更ルート
工事個所

現バス停

仮バス停
※既存のバス停を利用

平成22年度事業報告会開催！
　平成22年度に実施した７事業の報告会を開催
します。応募を予定している人や興味のある人
は、ぜひお越しください。
とき　４月28日㈭　午後６時～８時
ところ　コミュニティセンター「あいあい｣（井口)

　城東地区において、カラー舗装工事を５月16日㈪から７月15日㈮までの２
カ月間の予定で実施します。工事個所は２個所で、西新町から東新町までの
旧出雲街道約340ｍです。
　日中は車両の通行が規制され、また、市内循環ごんごバス（東循環ごんご線）
の運行ルートも下図のとおり変更になります。大変ご迷惑をお掛けしますが、
ご協力をお願いします。 問い合わせ先　都市計画課 32-2096

地域チャレンジ！
公募提案型協働事業
明日につなごう あなたの力とわたしの思い

カラー舗装工事に伴う交通規制のお知らせ

募
集
し
ま
す
！

　
指
定
を
受
け
た
町
内
会
や
各
種

団
体
（
子
供
会
・
婦
人
会
・
老
人

会
な
ど
）
に
、
花
の
苗
、
プ
ラ
ン

タ
ー
、
ブ
ロ
ッ
ク
を
助
成
し
ま
す
。

応
募
方
法　
環
境

生
活
課
ま
た
は

　
各
支
所
市
民
生

活
課
に
備
え
付

　
け
の
応
募
用
紙

に
必
要
事
項
を

　
記
入
し
た
後
、

連
合
町
内
会
支

部
長
の
推
薦
を

と
き　
５
月
８
日
㈰
①
午
前
10
時

30
分
～
午
後
０
時
30
分
②
午
後

２
時
～
４
時
③
午
後
５
時
30
分

～
７
時
30
分

と
こ
ろ　
津
山
文
化
セ
ン
タ
ー

料
金　
一
般
１
４
０
０
円
、
学
生

（
小
学
生
～
大
学
生
）
１
０
０

０
円
（
割
引
券
あ
り
）

※
字
幕
ス
ー
パ
ー
版
。
Ｐ
Ｇ
12

（
12
歳
以
下
の
人
は
保
護
者
の

助
言
・
指
導
が
必
要
）

《
市
民
芸
術
劇
場
会
員
募
集
》

　

会
員
制
で
演
劇
・
コ
ン
サ
ー

ト
・
映
画
な
ど
舞
台
芸
術
を
鑑
賞

年
会
費　
３
千
円

※
各
公
演
に
は
別
途
会
員
鑑
賞
料

が
必
要

※
主
催
公
演
を
会
員
価
格
で
優
待

す
る
な
ど
各
種
会
員
特
権
あ
り

問
い
合
わ
せ
先　
津
山
文
化
振
興

財
団
3 

24-

０
２
０
１

期
間　
５
月
11
日
㈬
～
20
日
㈮

ス
ロ
ー
ガ
ン　
守
っ
て 

広
げ
る 

無
事
故
の
輪

最
重
点
目
標　
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止

重
点
目
標　
①
自
転
車
の
安
全
利

用
の
推
進
（
特
に
自
転
車
安
全

利
用
五
則
の
周
知
徹
底
）
②
す

べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底
③
飲
酒
運
転
の

根
絶
④
交
差
点
に
お
け
る
正
し

い
通
行
の
徹
底

《
推
進
大
会
》

と
き 

５
月
11
日
㈬
午
前
９
時
15

分
～
10
時
15
分

と
こ
ろ　
勝
北
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容　
白
バ
イ
・
パ
ト
ロ
ー
ル
カ

ー
出
発
式
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　
環
境
生
活
課

　

3 

32-
２
０
５
６

対
象　
保
護
者
と
死
別
し
た
義
務

教
育
修
了
前
の
児
童
が
小
学
校

ま
た
は
中
学
校
に
入
学
し
た
場

合
（
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る

世
帯
、
ま
た
は
市
民
税
非
課
税

世
帯
に
限
る
）

支
給
額　
対
象
遺
児
１
人
に
つ
き

１
万
円

締
め
切
り　
５
月
13
日
㈮

※
申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
先　
こ
ど
も
課
3 

32

　

 -

２
０
６
５

受
け
て
応
募

締
め
切
り　
５
月
13
日
㈮

問
い
合
わ
せ
先　
環
境
衛
生
推
進

委
員
会
事
務
局
（
環
境
生
活
課

内
）
3 

32-

２
０
５
５

募
集
人
数
（
貸
与
月
額
）

《
全
本
明
正
奨
学
金
》

高
校
進
学
＝
４
人
（
１
万
４
千

円
）、
大
学
・
短
期
大
学
・
そ

の
他
国
公
立
の
学
校
に
進
学
＝

１
人
（
３
万
円
）

《
磯
野
計
記
念
奨
学
金
》

大
学
・
短
期
大
学
・
そ
の
他
国

公
立
の
学
校
に
進
学
＝
１
人

（
３
万
円
）

応
募
資
格　
次
の
す
べ
て
の
要
件

に
該
当
す
る
も
の
。
①
健
康
で

学
業
・
人
物
と
も
優
秀
な
学
生

で
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が

困
難
と
認
め
ら
れ
る
人
②
市
内

在
住
（
学
資
を
負
担
す
る
人
が

市
内
在
住
で
も
可
）
の
人
③
本

人
が
属
す
る
世
帯
で
市
税
等
の

滞
納
が
な
い
こ
と

償
還
方
法　
卒
業
６
カ
月
後
か
ら

無
利
子
で
貸
与
月
額
の
半
額
を

毎
月
返
還

締
め
切
り　
５
月
31
日
㈫

問
い
合
わ
せ
先　
生
涯
学
習
課

　

3 

32-

２
１
２
０

　
経
済
的
理
由
に
よ
っ
て
就
学
す

る
こ
と
が
困
難
な
児
童
生
徒
に
対

し
、
市
教
育
委
員
会
で
は
就
学
に

必
要
な
経
費
の
援
助
を
行
っ
て
い

ま
す
（
平
成
23
年
度
は
内
容
が
変

更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

対
象
経
費　
①
学
用
品
費
等
（
定

額
）
②
新
入
学
児
童
生
徒
学
用

品
費
等
（
１
年
生
で
当
初
認
定

者
の
み
。
定
額
）
③
修
学
旅
行

費
・
校
外
活
動
費
④
学
校
病

（
中
耳
炎
、
虫
歯
な
ど
）
を
治

療
し
た
時
の
医
療
費
⑤
学
校
給

食
費
（
８
割
程
度
）

認
定
要
件　
市
内
在
住
で
市
立
の

小
中
学
校
に
就
学
し
て
い
る
児

童
生
徒
の
保
護
者
が
、
次
の
い

ず
れ
か
の
要
件
に
該
当
し
、
ま

た
援
助
の
必
要
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
た
場
合

①
生
活
保
護
（
教
育
扶
助
）
を
受

け
て
い
る
人

※
修
学
旅
行
費
、
医
療
費
の
み
支

給
②
生
活
保
護
法
に
規
定
す
る
「
要

保
護
者
」
に
準
ず
る
程
度
に
経

済
的
に
困
っ
て
い
る
人

・
市
民
税
非
課
税

・
国
民
年
金
保
険
料
の
減
免

・
児
童
扶
養
手
当
（
母
子
・
父
子

家
庭
ま
た
は
両
親
の
い
な
い
児

童
生
徒
に
支
給
さ
れ
る
手
当
）

の
受
給

※
そ
の
ほ
か
に
も
認
定
と
な
る
要

件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談

く
だ
さ
い

申
請
方
法　
在
籍
し
て
い
る
学
校

ま
た
は
市
教
育
委
員
会
に
相
談

し
、
申
請
書
類
に
必
要
事
項
を

記
入
し
た
後
、
学
校
へ
提
出

※
該
当
者
の
認
定
は
市
教
育
委
員

会
が
行
い
、
結
果
は
学
校
長
を

通
じ
て
保
護
者
へ
通
知

問
い
合
わ
せ
先　
学
校
教
育
課

　

3 

32-

２
１
１
６

花
と
緑
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

花
い
っ
ぱ
い
運
動
推
進

地
区
の
募
集

奨
学
生
募
集

全
本
明
正
奨
学
金

磯
野
計
記
念
奨
学
金

子
ど
も
た
ち
の
学
び
を
支
援

小
中
学
校
就
学
援
助
制
度

お
楽
し
み
く
だ
さ
い

映
画
鑑
賞
会
「
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

健
や
か
な
育
ち
を
願
う

遺
児
激
励
金（
入
学
激
励
金
）

交
通
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動



今月のポイント

　　　　　

A

Q

なるほど

豆

2011.4 3031 2011.4

問
い
合
わ
せ
先　
つ
や
ま
新
産
業
創
出
機
構
3 

24-

０
７
４
０

　最近の子どもの家庭内暴力の傾向として、暴力で自分
の要求を通そうとする、学校での人間関係のストレスを

母親にぶつけるなど、過保護に育てられた子どもの不安定な
姿が垣間見えるケースが増えてきています。
　親からの過大な干渉や過保護な環境の中で育った子どもは、
幼少時は「素直な良い子」であっても、自主性や協調性が養
われていなかったり、嫌なことはしたくないと我慢ができな
かったりなど、成長するに連れて、友だちなどの周りとの関
係の中でうまくいかないことが生じてきます。
　子どもが今の自分とこれまでの親との関係に気づき、「自分を支配
していた親」に対する「異議申し立て」が「家庭内暴力」として表れ
ているのかもしれません。
　しかし、暴力行為は絶対に許してはいけません。家庭内暴力は子ど
もだけの問題なのではなく、家族の問題であることを親自身が理解し、
父親・母親がそれぞれの役割をきちんと果たしているか今一度見直す
ことが大切です。

－｢家庭内暴力」は子どもからのシグナル－

津山市青少年育成センター

知

  識

くら
しのくら
しの

知

  識

ご

存

知

で

す

か

？

　

Ｌ

Ｐ

ガ

ス

の

保

証

料

困
っ
た
と
き
の
相
談
先　
市
民
相
談
室
3 

32-

２
０
５
７

土
・
日
曜
日
は
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
3 

０
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０
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９
９

　
ア
パ
ー
ト
に
引
っ
越
し
を
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
仲
介
し
た
不
動

産
業
者
に
言
わ
れ
て
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販

売
事
業
者
に
利
用
申
し
込
み
を
し
た

と
こ
ろ
「
保
証
金
と
し
て
事
前
に
１

万
円
納
め
て
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。「
退
去
時
に
料
金
が

未
払
い
だ
っ
た
と
き
の
保
証
」
と
説
明
さ
れ
ま
し
た
が
、
自
分
は

き
ち
ん
と
料
金
を
払
う
つ
も
り
な
の
で
納
得
が
い
き
ま
せ
ん
。
ど

う
し
て
も
払
わ
な
い
と
い
け
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

通 信
育育食食食食

Vol.７ 津山餃子でまちおこし！

ご

存

知

で

す

か

？

　

Ｌ

Ｐ

ガ

ス

の

保

証

料

　大豆・昆布など
の乾物は常備食材
としておすすめ！

　

津
山
餃
子
は
「
津
山
産
小
麦

『
ふ
く
ほ
の
か
』
を
１
０
０
％
使

用
し
た
皮
で
津
山
産
の
食
材
を
１

品
以
上
使
っ
た
具
を
包
む
こ
と
」

な
ど
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
開
発
し
た

商
品
で
す
。

　
現
在
、
中
華
や
和
風
、
イ
タ
リ

ア
ン
、
ス
イ
ー
ツ
な
ど
、
多
様
な

津
山
餃
子
が
生
ま
れ
、
市
内
で
食

べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

★
津
山
餃
子
、
完
成
！

　
平
成
22
年
７
月
に
津
山
食
料
産

業
ク
ラ
ス
タ
ー
推
進
協
議
会
で
津

山
餃
子
部
会
が
誕
生
し
ま
し
た
。

商
品
開
発
に
あ
た
っ
て
は
、
餃
子

部
会
の
参
加
者
に
よ
る
意
見
交
換

や
一
般
消
費
者
を
招
い
た
試
食
会
、

イ
ベ
ン
ト
で
の
試
験
販
売
、
美
作

大
学
な
ど
の
専
門
家
の
意
見
な
ど

を
参
考
に
し
な
が
ら
商
品
改
良
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
、
参
加
企
業
７
社
の
津
山

餃
子
が
完
成
し
て
い
ま
す
が
、
新

し
い
商
品
も
ど
ん
ど
ん
開
発
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

★
津
山
餃
子
に
よ
る
地
域
間
連
携

　
全
国
的
に
ご
当
地
餃
子
に
よ
る

地
域
間
の
連
携
が
進
ん
で
お
り
、

餃
子
を
軸
に
し
た
産
業
振
興
や
ま

ち
お
こ
し
が
広
が
り
を
み
せ
て
い

ま
す
。

　
津
山
餃
子
も
イ
ベ
ン
ト
出
展
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
間
連
携
に

参
加
す
る
予
定
で
す
。
そ
う
し
た

活
動
を
通
じ
、
津
山
市
の
産
業
振

興
や
ま
ち
お
こ
し
に
つ
な
が
る
よ

う
機
運
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

　
小さいころからずっといい子だったのに、思春期になってひ

どく反抗するようになり、時には暴力も…。どうしてこんなこ
とになったの？

　
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
業
者
は
、
都
市
ガ
ス
事
業
者
と
は
違
い
、
そ
れ
ぞ
れ

で
自
由
に
契
約
内
容
や
料
金
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
た

め
、
今
回
の
相
談
の
よ
う
に
、
契
約
の
条
件
と
し
て
保
証
料
を
求
め

る
こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
一
戸
建
て
住
宅
な
ど
で
あ
れ
ば
自

分
で
事
業
者
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
集

合
住
宅
で
は
、
家
主
な
ど
が
事
業
者
と
契
約
を
し
て
い
る
の
で
、
自

分
で
事
業
者
を
選
ぶ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
保
証
金
制
度
の
多
く
は
、
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
入
居
者

に
対
し
て
、
退
去
時
の
ガ
ス
代
の
未
払
金
が
回
収
不
能
に
な
る
こ
と

を
防
止
す
る
目
的
の
も
の
で
す
。
未
払
い
が
あ
っ
た
場
合
に
は
保
証

金
が
充
て
ら
れ
ま
す
が
、
ガ
ス
代
が
き
ち
ん
と
払
わ
れ
、
未
払
い
が

な
け
れ
ば
保
証
金
は
契
約
終
了
時
に
返
金
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
に
は
、
契
約
時
に
し
っ
か
り
と
契
約
内

容
を
確
認
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
保
証
金
を
払
っ
た
場
合

に
は
、
必
ず
預
り
証
を
も
ら
い
、
保
管
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

Vol.32乾物を利用してみましょう！

【材料（４人分)】
米…２合、酒…大さじ１、
薄口しょうゆ…大さじ１、塩…小さじ1/5、刻み昆布…３ｇ、
白大豆…40ｇ、チリメンジャコ…20ｇ、ニンジン…1/3本

【作り方】
①白大豆はさっと水洗いし、すぐに水気をふき取り、
　香ばしく煎る（皮にひびが入る程度）
②刻み昆布はさっと洗って、水に浸して戻す
③米は洗ってざるに上げておく
④チリメンジャコはさっと湯通しする
⑤ニンジンはいちょう切りにする
⑥炊飯器に米を入れ、やや多めの水加減にし、①を加えて30分ほどつけ
ておき、②④⑤と薄口しょうゆと塩を加えて炊く
⑦炊き上がったら、さっくりと混ぜ合わせるエネルギー 214kcal、たん

ぱく質 6.9ｇ、脂質 1.8g、
塩分1.0ｇ

　

お
い
し
さ
・
安
全
・
安
心
に
こ
だ
わ
っ
た

餃
子
で
す
。
食
べ
比
べ
て
、
自
分
の
好
み
に

合
う
餃
子
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　

公
式
ブ
ロ
グ
も
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い

（http://tsuyam
agyouza.sblo.jp/

）。

大豆とジャコのごはん

１人当たり栄養価

　
い

煎った大豆が香ばしく、おい
しいごはん。
　大豆を焦がさないように煎る
のがポイントです。

問い合わせ先　健康増進課332-2069毎月19日は食育の日

イタリアンカルツォーネ風
の餃子（リトファンイタリアーノ）

津山黒豚と国産牛、無臭に
んにくを使用した焼き餃子
　　　　　　　（麺じゃ工房）

ピオーネを餃子の皮で包ん
だスイーツ餃子　 (アンジェ）

海鮮品を使用した蒸し餃子
　　　　　　　　 （居酒屋 悠喜）

しいたけピザ風、卯の花を
使用した揚げ餃子（食べてみ
んちゃい弁当､津山給食センター）

津山黒豚の焼き餃子
　　　　　(ラント・レーベン）


